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Ⅳ 自己点検評価 

１．全学的に関する事項 

 

○ 教務関係 

１．基本方針 

教務の所掌は、本校の基本理念や教育方針に沿った教育を行うための業務運営が主

たるものである。このため、学習・教育目標を達成し、社会のニーズに即した優秀な

人材を育成するための、最も効果的なカリキュラム編成、授業方法、評価方法の研究

と実施が重要な職務と考える。また、これらの目標を達成するために入学生の質の向

上と適正な志願倍率の確保に向けた取り組みも重要な業務にあげられる。ここでは現

在の本校の教務活動に関し、教務関連の課題と今年度の対応を概説し、数年来続けて

いる原子力人材育成教育、４年目を迎えた長岡技術科学大学との戦略的技術者育成協

働教育や特に課題となっている入学志願者確保に関する対応も含め述べることとする。 

 

２．教務関連の課題と今年度の対応 

本校の基本理念である、「＊創造性豊かな人材の育成 ＊幅広い工学的素養、基礎

能力及び応用能力の育成を目指す実践教育 ＊高度に情報化した国際社会に対応する

教育 ＊環境を意識し、地域社会に根ざしたものづくり教育」を行うため、養成すべ

き人材像を規定し、それに沿う形で本科(準学士課程)と専攻科課程に学習・教育目標

を設定してカリキュラム編成を行っている。昨年度受審した大学評価・学位授与機構

による機関別認証評価においては、教務関連指摘事項はなく、また、評価されるべき

事項として創造的カリキュラムの運用や入試対策の充実をあげていただいた。今後と

も、このことに留意した教育の質の向上に努めて行きたいと考える。 

   平成１８年度に高等専門学校設置基準が改訂され、高等専門学校にこれまでの履修

単位ばかりでなく、自己学習をより重要視した学修単位を６０単位まで導入すること

が認められたが、本校では各学科の高学年に講義演習タイプの学修単位として約２０

単位を導入したのみで、対面教育の重要性に鑑み実質的な講義の時間数は変えていな

い。一方、４・５年に専攻科と同様な単位換算の講義タイプの学修単位を導入する高

専もあるが、本校では近々社会情勢の変化に呼応する『高専機能の高度化』を平成 28

年度に実施する予定であり、その中のテーマの一つとして取りあげて行きたいと考え

る。 

本校では平成１７年度より、中学生・保護者の要望と低学年の創造教育進展のため

に、低学年のクラス編成と入試制度、カリキュラムを改訂した。具体的には、学力入

試で各科８名の工学基礎コースを設け、２年進級時に本人の志望と成績により転科が

可能になる制度である。これは高専への入学の意思はあるものの、希望学科が絞り込

めないという生徒・保護者や中学校教諭からの意見に基づいて、全国高専で初めて本
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校が導入した制度であり、平成２６年度の学力受検者の約８割が希望している。実際

の転科の状況は、平成１７年度には１４名、平成１８年度５名、平成１９年度１１名、

平成２０年度６名、平成２１年度５名、平成２２年度４名、平成２３年度４名、平成

２４年度５名、平成２５年度９名が転科している。また、この制度を設けるに当たり、

１年の１クラスを工学基礎コース、他のクラスを混合学級とした。さらに、ものづく

り科学という創成型の授業を開始するなどのカリキュラムの改訂を実施した。この制

度による卒業生として３期送り出した昨年、工学基礎コースに関する学生アンケート

等を実施し制度の総括を行っている。また昨年実施された機関別認証評価でもこれら

の取り組みは評価できる項目として取り上げられており、本校では工学基礎コースの

精神を生かしながら、早期キャリア教育など時代の要請に対応した高専教育を実現す

るために、今後とも適切な制度の改変に取り組んで行く。 

法令遵守の観点から６年前より導入した１コマ１００分授業の問題点を改善するた

め、できるだけ５０分授業・７限で終了できるように時間割を編成してきたが、現状

では解決できない課題も多く、授業時間に関する運用基準の弾力化を踏まえ、来年度

より、旧来の９０分半期１単位の体制に戻すこととし、１日４コマ実施でも午後４時

頃に終了でき、かつその後５０分の自学自習･補講補習に活用できる時間を設けるよう

にカリキュラムの改訂を行った。 

平成２０年度より８、９月を夏休みとする学事日程を採用した。そのため９月中の

学生指導の一環として、９月末に学力強化週間を設け、成績不振の学生を対象に基礎

学力の強化を図る試みを実施し３年目になる。今年度も低学年の参加者が多く、夏休

み課題の確認・指導、授業の復習・補講、仮進級解除、再試験、一斉試験、校外研修、

資格試験の指導など多岐にわたる内容で実施された。この学力強化週間は、夏休み終

盤の９月末に実施することから、成績不振の学生を指導することで、該当学生が後期

のスタートをしやすくなるなどの効果も期待できる。基礎学力向上は本校で最も重要

な課題の一つであり、今後も来年度の９０分授業の様子を踏まえ内容の改善を模索し

ていきたい。 

発達障害・学習障害の学生に対する支援については、本校でも人数的には少ないが

対象となる学生が出てきている。このような学生の教務に関する支援を行うため、平

成２１年度に特別支援ワーキンググループをつくり、平成２２年に特別支援室 (構成

メンバー：教務主事（室長）、学生相談室長（副室長）、看護師、カウンセラーなど)

に格上げして、支援が必要な学生毎に個別の支援チームを設けて対応を開始しており、

これまでに身障者を含め３名の学生が支援対象になっている。また、この身障者の受

け入れに合わせバリアフリー化を一層進め、修学環境整備のためにスロープ、エレベ

ーターや自動ドアの設置など鋭意努力を行っている。 

本校の本科(準学士課程)と専攻科課程には前述の学習・教育目標が明確に設定され

ており、各学習・教育目標の達成度評価を学生自らができるように達成度評価シート
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等を整備し、キャリア養育の一環として、自身の現状把握と将来像を考えるための重

要な機会としている。 

 

３．原子力人材育成教育 

ここ数年本校は、高専機構本部主導（文部科学省公募）と本校独自（経済産業省公

募）の２つの原子力人材育成補助プログラムに採択されている。本校では、これまで

に高等専門学校における教育制度の大きな特徴であるくさび形教育カリキュラムに原

子力関連の教育を一部導入して実践してきた。本補助事業では、それをさらに充実・

発展させ、低学年から高学年にわたる継続的な授業や実験・実習に加えて特別講演会・

施設見学会の開催や卒業研究等による組合せを導入したプログラムによって、特に放

射線に関する基礎的な知識と技術の習得並びに理解の更なる促進を図り、原子力施設

の集中地域である福井県はもとより、国内の原子力産業界で求められている幅広いエ

ンジニアリングスキルを身に付けた実践的な技術者の育成と、データを基に風評など

に左右されず正しい評価ができる人材育成を目的とし、東日本大震災以降は特に後者

に力を入れたプログラムを実践している。 

 

４．長岡技術科学大学との戦略的技術者育成協働教育および三機関連携教育改革 

平成２２年度より６年間の事業として、長岡技術科学大学が高専機構と協働し、戦

略的技術者育成アドバンストコース事業を開始し、６高専がこの事業に参加すること

となった。本校は同事業を推進するための協力校に選出され、同事業を本校の学生に

対し推進している。実質３年度目を迎えた今年は、新たに４年生５人、５年生１人の

学生が加わり、先導科目と位置付けされ工学的課題に対する解決方法を理解して問題

解決に向けたアクションをとる能力等を育成することを目的として夏季休業期間に開

講された“集中セミナー・集中ラボ演習”に５名の学生が参加し、また最先端工学の

現状について学び、今後技術者が果たすべき役割について考え、成長するための基礎

力を養う等の目的で開講された“先端技術演習”に１０名の学生が参加した。また、

本校５年生を対象にした“数学特講”と“英語特講”を開設し、長岡技術科学大学の

担当教員と本校教員が連携して授業を行い、遠隔授業の技術も取り入れながら学生に

分かりやすくかつ興味深く説明し、より高いレベルの興味を涵養するように学生に教

授している。加えて、国際化の流れの中で日本を認識する目を養う観点から、学生３

名（イギリス２名、ベトナム１名）を海外視察へ派遣することに決定した。なお、帰

国後は体験を後輩に伝えるための報告会等を予定している。 

これに加え、本年度より長岡と豊橋の両技術科学大学と高等専門学校機構の３つの

機関が連携を取り、イノベーションの力を持ったグローバルな人材育成を目指した連

携・協働教育改革プロジェクトが進められ、そのためのハードやソフトの準備や教員

の研修（海外）も開始された。 



22 

５．入学者確保とその状況 

   本校の基本理念に沿った教育を進め、また、本校の教育レベルの維持・向上を図る

ためには、入学生の質の向上と適正な志願倍率の確保は重要な課題の一つである。過

去４年間の入試倍率の詳細な推移を以下の表に示すが、総合倍率で見ると平成１８年

度の１.７倍から１.５倍へと少しずつ低下する傾向にあった。そのため、志願者の確

保が急務との認識に立ち、これまでの結果を検証し①入試に関する新入生へのアンケ

ート調査、②推薦基準の改正、③入試会場の増設、④全中学生配布用入試リーフレッ

トの作成、⑤入試関連行事の見直しと改善、⑥推薦募集枠の増加などの改善を行った

結果、倍率は平成２２年度には１.６倍に回復した。さらに、平成２３年度にはキャン

パスツアー（施設見学会）の企画を、５月という早い時期に導入するなど広報活動の

強化を図ったところ、１.７倍にまで向上した。一昨年度からはさらに１０月にも「キ

ャンパスリサーチ」と名付けた体験型オープンキャンパスを開催し、本校の認知度向

上に努めている。しかしながら、１５歳人口の減少に歯止めが掛からない状況で、本

校志願者と同水準の学生が希望する県内進学３高校の入学定員が据え置かれるなか、

２４年度は１.６倍、昨年度は１５歳人口が一挙に３００人近く減少したが、丹南地区

を中心に進路担当の教員に対しこれまでにまして丁寧な対応を行ったところ昨年並み

の１.６倍を確保できた。本年度は、１５歳人口が１５０人程度増える中で PR 活動を

丁寧に行い１.７倍の倍率を得ることができた。また、企画室が実施している女子学生

増加へのアプローチ（リケジョの勧め）の効果も現れ、女子の志望者が順当に増加し、

結果として入学者が定員の 1/4 に迫るまでになったことは成果の一つであると考える。 

   

＜過去３年間の入試倍率の推移＞   （ ）内は女子で内数。 

年 

度 

学 科 

[募集人員] 

機 械 

[４０] 

電気電子 

[４０] 

電子情報 

[４０] 

物 質 

[４０] 

環境都市 

[４０] 

計 

[２００] 

H25 

志願者数 55(3) 68(3) 78(15) 61(34) 52(10) 314(65) 

合格者数 40(2) 40(2) 40(8) 40(26) 40(10) 200(48) 

倍 率 1.4 1.7 2.0 1.5 1.3 1.6 

H24 

志願者数 64(2) 57(2) 73(10) 64(22) 57(23) 315(59) 

合格者数 40(2) 40(2) 40(8) 41(17) 40(17) 201(46) 

倍 率 1.6 1.4 1.8 1.6 1.4 1.6 

H23 

志願者数 78(2) 76(8) 64(10) 54(26) 76(25) 348(71) 

合格者数 40(1) 40(5) 40(8) 41(20) 40(12) 201(46) 

倍 率 2.0  1.9 1.6 1.4 1.9 1.7 

(注)平成２５年度入学者選抜試験中学校別合格者数をこの項目最後に添付する。 
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（１）入試に関する１年生へのアンケート調査 

毎年４月に新入生に対し、入試に関するアンケート調査を実施し、今年度の入試

に関する方針を決定するための基礎資料としている。以下に例として、高専受験の

決定時期、本校を志望した理由とアドミッションポリシーに関するデータを示すが、

ここ数年結果は似たような傾向を示している。 

① 高専受験の決定時期 

      高専受験の決定時期としては、昨年度は「１１、１２月の３者面談の頃」が

最も多く、「３年進級時より以前」、「３年夏休み後」の順で回答者数が多か

った。今年度も次図に示すように、高専受験の決定時期の回答者数は昨年度と

ほぼ同様、「３年進級時より以前」が最も多く、続いて「１１、１２月の３者

面談の頃」そして、「３年進級後」と「３年夏休み後」はほぼ同数となってい

る。これにより、学年を問わず参加できる５月開催のあじさいオープンキャン

パス（現キャンパスウォーク）は、特に中学低学年時から本校への進学意識を

啓発する格好の機会といえる。さらに、８月と１０月に行ったオープンキャン

パスも本校への進路選択を促す機会として大きな意義を持っていると判断でき

る。また、３年進級以前にも多くの生徒が意思決定を行っている事から、出前

授業など普段の PR活動が重要であることが読み取れ、中学校のみならず小学校

や子供会･自治会などの地域イベントなどへの参加などの地道な活動を今後と

も積極的に続けて行く必要がある。 

＜高専受験の決定時期＞ 

② 本校を志望した理由 

本校を志望した理由を複数回答可で集計したところ、次図のように、「高専

卒は就職がいいと聞いたから」が一番多くなり、２番目が「自由な校風に憧れ

たから」、３番目が「５年一貫教育だから」であり、「大学へ行かなくても、

大学と同等の教育を受けられるから」もほぼ同数であり、このような傾向はこ

こ数年同じである。これは、最近の社会経済状況を反映していると思われるが、
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「高専卒は就職がいいと聞いたから」の回答者数が昨年度同様トップであり、

就職という将来問題を中学生も強く意識しているといえる。また、「高校から

大学に進学するよりも学費が安いから」と「大学への進学が高校よりも容易で

あると聞いたから」いう経済面も考慮した将来の進学をあげた学生数も、昨年

度とほぼ同数あり、保護者や中学教員へのアピールとしては重要な事項の一つ

と考えられる。 

＜福井高専を志望した理由（複数回答可）＞ 

 

③ アドミッションポリシー 

本校のアドミッションポリシーの中で、魅力を感じ、福井高専志望の理由と

なったものは何かを複数回答可で質問したところ、次図のように「ものづくり、

環境づくりに興味がある人」の回答者数が昨年度と同様に一番多い。この項目

は本校で一番重視している項目であり、現状、アドミッションポリシーに沿っ

た学生が入学しており適切な状況と考えられる。なお、それ以外の傾向も昨年

度とほぼ同様であり、３～５の項目への回答者数はほぼ同数であった。 

このアンケートは、各学科のアドミッションポリシーに対しても同様に行っ

ており、ここでの評価を受けて機械工学科は昨年アドミッションポリシーをよ

り分かりやすいものへと変更している。 

＜アドミッションポリシーの中で福井高専志望の理由となったもの（複数回答可）＞ 
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年度 推薦志願 推薦合格
学力のみ
志願

学力+
推薦不合格

志願合計

H15 64 59 320 325 384

H16 98 75 220 244 320
H17 103 73 251 280 354
H18 101 70 230 261 331
H19 74 68 226 232 300
H20 125 81 217 260 342
H21 101 81 195 215 296
H22 114 86 209 237 323
H23 127 90 221 258 348
H24 122 85 193 230 315
H25 113 87 201 227 314
H26 129 89 212 252 341

（２）推薦基準の検討 

本校の教育レベルの維持とさらに教育内容を向上するために、入学生の質の向上

と適正な志願倍率の確保は重要な問題である。１５歳人口の減少とともに、本校の

入試倍率は平成１７年度１.８倍、平成１８年度１.７倍、平成１９年度１.５倍と低

下傾向が続いていたが、平成２０年度に推薦基準の改訂（緩和）を行い、１.７倍に

まで回復した。平成２１年度は入学者の質はまずまずであったが、倍率は１.５倍に

減少した。平成２２年度は推薦募集枠を１名増加し、入試会場の改善と広報活動の

強化を行い１.６倍に回復した。また、推薦要件は情勢に即して適切に変更されるべ

きとの考え方から、平成２６年度の入試から推薦要件のイに新たな項目を追加した。 

下図に入試志願者数の推移を示す。 
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平成２０年度に改訂した内容は以下のとおりである。 

(a) 推薦要件の緩和（対象学年を２、３年とし、基準点数を６８点以上に低減） 

(b) 募集人員を３０％程度から３５％程度に５％（各科２名）増加 

次に、平成２２年度に改訂した内容は以下のとおりである。 

(a) 募集人員を３５％程度から１５名程度に増加（２.５％（各科１名）増加） 

(b) イ要件の「科学の分野」を「科学や技術の分野」に改正 

 この改定案は、過去の入試データ及び入学後の成績との相関を詳細に検討して割

り出しており、入学後の１年生の成績を調べてみると、この基準で推薦入学した学

生の成績は問題がなく適性であることを確認している。 

今年度は推薦要件について、いくつかの項目を提案する中で、推薦要件イの項目

を変更し、課外活動や社会貢献で成果を上げたものを追加するとともに、評定点に

下限を設けることとした。この結果、推薦要件イでの応募者はこれまでの２倍以上

となった。 

（３）入試会場の４会場体制への移行 

    本校会場と滋賀県彦根市会場以外に、平成１９年度に嶺北北部のあわら市、平成

２０年度に嶺南の敦賀市、そして２１年度は人口の多い福井市に学力検査会場を新

設し、学力検査は５会場体制になった。中でも福井市会場は、ＪＲ福井駅に隣接し、

交通の便が良いアオッサ７階の放送大学福井学習センターを利用することで、利便

性の向上を図ってきたが、２２年度から福井市会場の収容人員を増加し、受験生の

地域制限を撤廃してより利用しやすくするため、同じアオッサの６階フロアを全て

占有して入試を行えるようにした。これに伴い、１年間の意見聴取と周知期間を経

て、昨年度より会場環境が厳しいあわら会場を福井会場に統合し 4 会場体制とした

が、受検者からの大きな不満は生じていない。 

（４）入試配付資料の改善、カレッジガイドのデジタルパンフ化、キャンパスグッズの製

作 

入試関連の中学生に対する本校紹介用資料としては、冊子体のカレッジガイドを

用いており、中学校訪問時や郵送で県内全中学校及び滋賀県・石川県の中学校に指

定部数を配布し、オープンキャンパスや入試説明会等の参加者に渡している。なお、

本校ホームページにカレッジガイドのデジタルパンフレットを掲載し、いつでもカ

レッジガイドがパソコン画面で本をめくるように見られるよう改善した。 

また、各県立高校の紹介資料が中学生全員に配布されているのに対応するため、

小型のリーフレットを作成し福井県内の中学生全員に配り、また、６～７月の福井

県及び滋賀県の中学訪問時に持参し３年生全員への配布を依頼した。また、２年時

の進路指導の授業での使用を目的に、県内の中学校２年生全員に配布していただく

よう依頼し、滋賀、石川県内中学校には指定部数を９月に郵送している。 

なお、引き続き本校のロゴマークの入ったキャンパスグッズ（クリアファイル、
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シャープペンシル、蛍光ペンやうちわ等）を製作し、オープンキャンパス等で配布

し PRを行っている。 

（５）入試関連行事の見直しと改善 

① 校長・副校長による県内の中学訪問と挨拶（４、５月） 

年度の当初に校長・副校長が丹南及び福井・敦賀地区の主要中学校を訪問し、

各中学校校長に対して前年度の志願者派遣に対する謝意を伝えるとともに本校

に対する要望事項などをお聞きしている。また、副校長が残りの県内の主要な

中学校を訪問し、前年度の御礼と今年度の入試関連行事の予定やオープンキャ

ンパスへの参加を依頼した。１年生のアンケート結果で「就職が良いこと」が

志望動機で最も多いことから、就職（不況時の高い求人倍率（昨年度１７倍、

本年度２５倍））と進学状況に加え、力を入れている海外の視察事情などを中

心に分かりやすく説明した印刷物を作成し、訪問時に配布した。 

② KOSENキャンパスウォーク 2013（５月） 

KOSENキャンパスウォーク 2013 を連休後半の平成２５年５月１１日（土）に

開催した。１～３年までの中学校生徒、教員及び保護者対象に、校舎、各実験

室や女子寮等の施設・設備見学をスタンプラリー形式で行い、併せて相談コー

ナーで本校の教育・学生生活・入試等の質問に答えることで、本校を身近に感

じてもらうことを目的としたものである。当日は生徒数が３８８名、全体で５

９７名の参加があり、昨年より１１７名の増加となった女子中学生の参加者数

も順調な伸びを示した。 

      参加者へのアンケート調査では、満足度に関しては「大変良かった」と「良

かった」への回答者の割合は中学生で９８％、全体では９７％と非常に高かっ

た。また、自由記述欄への記述は１６８件あり、その主な内容として、“各学

科の特徴が分かった”、“行きたい学科の内容が理解できた”や“学生が伸び

伸びと勉強していることが分かった”等の良い感触の感想が１６１件と全体の

９６％を占めている。 

③ 中学校訪問（６月中旬～７月上旬） 

６月中旬から７月上旬にかけて、県内全ての中学校と滋賀県の中学校を副校

長、学科長・一般科目主任、教務主事補が分担して訪問した。一昨年度からは、

教員ができるだけ２人体制で訪問することとし、詳細な訪問マニュアルも作成

している。さらに近年の入試や進路情報などの分かりやすい印刷物を作成し配

布した。応募者が減少傾向の滋賀県は教務主事団が２人体制で訪問した。また、

３年前に入試会場として敦賀会場を新設したため、若狭地区に対しても利便性

の向上をアピールした。また、石川県の中学校の中で、昨年応募者のあった福

井県側の加賀市、小松市の中学校を重点的に訪問し、本校への受験を促してい

る。 
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④ キャンパスツアー2013（８月） 

        毎年夏に、本校の各学科の内容を中学３年生・保護者・中学校関係者に紹介

するために開催しており、旧来同時期に開催していたオープンキャンパスを、

キャンパスツアーと改称し、保護者も参加しやすいように今年度も土曜日に開

催した。このイベントは、各学科の５年生がプレゼンターとなり、実際にデモ

実験等を体験できるために中学生に人気がある。今年度の最終的な参加者は、

生徒４４４名、保護者２１１名、教員２５名（総数６８０名）となり、昨年度

よりも総数で４６名減少したが、これは中体連などの行事と重なったことが理

由と考えられる。 

キャンパスツアー実施後のアンケート結果は、以下のとおりである。昨年度

と同様であるが、各学科が工夫を凝らし体験コーナーが充実していたため、学

科のデモ実験等のコーナーの評価が高かった。また、全体の満足度も非常に高

く、回答者のほぼ全員が「大変良かった」または「良かった」と回答した。開

催日に関してもアンケートを採ったが、「どの時期でも良い」が最も多く、続

いて現在の日程（８月第一土曜日）、７月下旬の順であった。本校の学事日程

も特段の予定も無いため、来年度も今年度のような日程で良いと判断される。

なお、オープンキャンパスの見学方式として、固定した学科でなく現在のよう

な５学科全部を見学する方式の方が良いと回答した生徒が大多数を占めた。 

 

（ａ）印象に残ったこと 

（ｂ）満足度 

⑤ キャンパスリサーチ（１０月中旬） 

オープンキャンパス第３弾にあたるキャンパスリサーチを、今年は、諸事情
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で１０月５日（土）に中学３年生のみを対象に開催した。当日、２２２名の参

加者（昨年度比６１名増）は希望する２学科での授業を体験してもらい、これ

を通して学科の内容や特徴についての理解を深める機会を提供した。 

キャンパスリサーチ終了後、参加者に対してアンケート調査を行った。キャ

ンパスリサーチへの参加動機の調査結果(複数回答可)を次図に示した。同図に

よると「a. 福井高専志望を決めているから」と「e. 希望する学科が体験でき

るから」の回答者数の総数割合は、全体の約５８％に達している。e.の事項の

回答者数には a. での回答者も含まれており、本校第一志望学科と第二志望学科

を明確に決定し、学科選択のミスマッチを避けようとする意図で、キャンパス

リサーチに参加した中学生も多いと思われる。 

 

(ａ）参加動機（複数回答可） 

 

また、今年度行われたオープンキャンパスにどの程度参加したかについての調査

結果を男子中学生と女子中学生に分けて、次図に示した。ほとんどの参加者はこれ

までに開催したオープンキャンパス等に１回、ないし２回参加していることが分か

る。その一方、今回が初めてという参加者も参加者全体の約２２％を占めており、

１１～１２月に予定されている３者 (中学生、保護者、担任) 面談に向けての準備

のためにこの機会を利用したものと考えられる。 

 

（ｂ）オープンキャンパスへの参加状況 
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最後にオープンキャンパスの参加者を過去８年間で比較した（下表）。この表から

も分かるように、今年度の参加者は５月、８月、１０月の合計で１４９９名あり、

昨年より１３２名増加したが、参加中学校は逆に昨年度より６８校減り延べ２０２

校となり、地域のよる偏りが見られたので、PR 活動を強化しこの傾向の解消に努め

てゆきたい。 
＜過去７年間のオープンキャンパス参加者・参加校数の推移＞ 

区  分 参加校 
参 加 者 

生徒 保護者 教諭 計 

25年度 

5月 56 388 193 16 597 

8月 86 444 211 25 680 

10月 60 222   222 

計 202 1,054 404 41 1,499 

24年度 

5月 48 296 177 7 480 

8月 87 467 233 26 726 

10月 135 161   161 

計 270 924 410 33 1,367 

23年度 

5月 62 401 221 7 629 

8月 91 449 217 28 694 

10月 53 232   232 

計 206 1,082 438 35 1,555 

22年度 

5月 53 340 168 6 514 

6月 65 307 166 18 491 

8月 89 440 213 31 684 

計 207 1,087 547 55 1,689 
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21年度 

6月 59 341 216 24 558 

8月 82 413 183 25 621 

計 141 754 399 49 1202 

20年度 

6月 56 263 153 30 446 

8月 80 395 139 35 569 

計 136 658 292 65 1,015 

19年度 

6月 49 301 170 26 497 

8月 78 435 116 30 581 

計 127 736 286 56 1,078 

 

⑥ 入試相談・学校紹介コーナー（８月、１１月） 

１０月２７日（日）に開催された｢ちちんぷいぷい｣in 今立芸術館の高専コー

ナー及び１１月１８日（金）～２０日（日）開催の「さばえものづくり博覧会」

において、入試相談や学校紹介のブースを設け、高専の紹介と入試の案内を行

った。その結果、会場を訪れた保護者や小・中学生が相談に訪れていただき、

長い目で見た入試対策として今後も継続すべきと考えている。 

⑦ 中学校訪問等（９月） 

丹南地区及び福井・嶺北北部地区の中学校を９月末に訪問し、募集要項等を

持参した。今年度の入試情報や入試説明会の参加依頼、中学校主催の高校説明

会への積極的参加などを説明した。 

⑧ 入試説明会（１０～１１月） 

福井県、滋賀県内を幾つかのブロックに分けて、校長・副校長・学科長・一

般科目主任・教務主事補によって本校の紹介と入試の実際についての説明会を

行っている（福井県１０会場（１１回）、滋賀県５会場）。昨年とほぼ同じ形

式で実施しており、福井県内の説明会は、福井会場（２回）と高専会場（２回）

以外は副校長と教務主事補がチームを組んで説明会を行った。なお、募集要項

の内容や入試問題等の内容を昨年より多く分かりやすくしたスライドを作成し、

入試説明会のマニュアルを改訂した。学科紹介用のスライドは、統一したデザ

インで各学科に作成を依頼した。過去５年間の入試説明会の参加者数の推移を

下表に示すが、昨年度に比べ生徒数同じであったが保護者数が２１名増加し、

合計で６３１名の参加を得た。 

また、各中学校が主催する高校説明会にも積極的に参加するようにしている。

今年度は１６校から参加依頼があり、副校長が６回、教務主事補が１０回出席

し入試に関する説明を行った。 

 

 



32 

＜過去６年間の入試説明会参加者数、県教委発表の高専希望者数（９月集計）の推移＞ 

    生徒 保護者 教諭 計 県教委 

25年度 269 298 64 631  

24年度 269 277 70 616  

23年度 258 272 61 591 291 

22年度 351 337 61 749 312 

21年度 285 256 80 621 283 

20年度 268 223 65 556 254 

 

５．留学生受け入れ状況 

本校では、諸外国との相互理解と友好の増進に寄与するため、平成３年度から外国

人留学生を受け入れ、今年度までに延べ６４名に達している。今後も国際協力のため

積極的に受け入れを続けたい。また、他の学生にとっても学校・クラス内に留学生と

日常的に接することは、国際社会の一員であることの理解や、国際感覚を身に付けた

グローバル人財育成の観点からも有益と考えられる。 

 

平成２５年度の留学生の在籍状況は下表のとおりである。 

               国 名 

学年・学科等 
ﾏﾚｰｼｱ モンゴル インドネシア 合 計 

３年 

機械工学科 1   1 

物質工学科   1 1 

小  計 1  1 2 

４年 

機械工学科 1   1 

環境都市工学科  1  1 

小  計 1 1  2 

５年 

機械工学科 1   1 

物質工学科  1  1 

小  計 1 1  2 

合   計 3 2 1 6 
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６．在校生の状況 

平成２５年度の在籍状況は以下のとおりである。（平成２６年２月１日現在） 

＜本科＞ 

学  科 
定  員 現    員 

学級 学科 1年 2年 3年 4年 5年 合 計 

機械工学科 40 200 41 (2) 39 (2) 43 (1) 39 (1) 35 (0) 197  (6) 

電気電子工学科 40 200 40 (2) 38 (3) 43 (5) 40 (2) 41 (3) 202 (15) 

電子情報工学科 40 200 40 (8) 39 (7) 41 (5) 41 (5) 30 (4) 191 (29) 

物質工学科 40 200 40(26) 44(17) 40(20) 39(11) 35(12) 198 (86) 

環境都市工学科 40 200 41(11) 39(15) 46(13) 32 (8) 37 (9) 195 (56) 

合  計 200 1,000 202(49) 199(44) 213(44) 191(27) 178(28) 983(192) 

（ ）内は女子で内数 

 

 Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ 合計 

１年クラス別 40(11) 40(10) 40(10) 40(11) 42(7) 202(49) 

 

＜専攻科＞ 

専  攻 1  年 2  年 合  計 

生産システム工学専攻 13 (1) 14 (0) 27 (1) 

環境システム工学専攻  7 (1) 11 (5) 18 (6) 

合    計 20 (2) 25 (5) 45 (7) 

（ ）内は女子で内数 
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平成２５年度入学者選抜試験中学校別合格者数及び志願者数等一覧 

 

中学校名 

推薦選抜合格者 学力選抜合格者 合格者計 志願者合計 

M E EI C B 計 M E EI C B 計 M E EI C B 計 M E EI C B 計 

福井市明倫中学校 

  

1 

 

1 2     3   2 5     4   3 7   1 4   5 10 

福井市光陽中学校 

      

      2   2       2   2       2   2 

福井市明道中学校 

      

  1 1   1 3   1 1   1 3   2 1   2 5 

福井市進明中学校 1 

    

1 1 1 1 1   4 2 1 1 1   5 3 3 1 2   9 

福井市成和中学校 

    

1 1       1 1 2       1 2 3       1 3 4 

福井市安居中学校 

   

1 

 

1                   1   1       1   1 

福井市至民中学校 

    

1 1                     1 1         1 1 

福井市灯明寺中学校 

  

1 1 

 

2       1   1     1 2   3     1 3   4 

福井市藤島中学校 

      

                            1     1 

福井市大東中学校 

  

1 

  

1   1     1 2   1 1   1 3   1 2 1 1 5 

福井市足羽中学校 

  

1 

  

1   1   2 1 4   1 1 2 1 5   2 2 3   7 

福井市川西中学校 

      

                            1     1 

福井市森田中学校 

      

                                1 1 

福井市社中学校 1 

    

1         1 1 1       1 2 4     1 1 6 

福井市足羽第一中学校 
  

1 
 

1 2 1 1     1 3 1 1 1   2 5 1 1 1   2 5 

福井市越廼中学校 

      

1         1 1         1     1     1 

福井市清水中学校 

      

      1   1       1   1 1   1 1 1 4 

永平寺町松岡中学校 1 

    

1   1       1 1 1       2 1 3       4 

永平寺町永平寺中学校 
  

1 
  

1     1   1 2     2   1 3     3     3 

大野市開成中学校 

  

1 1 1 3       1   1     1 2 1 4     1 2 1 4 

大野市陽明中学校 1 1 

  

1 3         1 1 1 1     2 4 2 3   1 3 9 

大野市上庄中学校 

 

2 

   

2     1     1   2 1     3   2 1     3 

大野市和泉中学校 

      

    1     1     1     1     1     1 

勝山市勝山南部中学校 1 
    

1             1         1 1         1 

勝山市勝山中部中学校 
  

1 1 
 

2   2 1   1 4   2 2 1 1 6   2 2 1 1 6 

勝山市勝山北部中学校 
 

1 
   

1               1       1   1     1 2 

あわら市芦原中学校 

      

  1       1   1       1   1       1 

あわら市金津中学校 

  

1 

  

1   1       1   1 1     2   1 3     4 

坂井市三国中学校 1 1 

   

2       2 2 4 1 1   2 2 6 1 2 1 3   7 

坂井市丸岡中学校 

  

1 1 1 3 1 1     2 4 1 1 1 1 3 7 2 1 3 3 2 11 

坂井市丸岡南中学校 1 

  

1 

 

2             1     1   2 1     1   2 
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坂井市春江中学校 

 

1 

 

1 

 

2 1   1 1   3 1 1 1 2   5 1 1 2 2   6 

坂井市坂井中学校 

   

1 

 

1 1       1 2 1     1 1 3     1 1 1 3 

鯖江市鯖江中学校 

   

2 

 

2 6   1 1   8 6   1 3   10 6 1 5 5 3 20 

鯖江市中央中学校 1 1 1 

  

3 1   1 1   3 2 1 2 1   6 4 2 4 2   12 

鯖江市東陽中学校 

  

2 

 

1 3 2 1       3 2 1 2   1 6 2 1 3   1 7 

越前市武生第一中学校 
   

2 
 

2   2 1   2 5   2 1 2 2 7 2 7 3 5 4 21 

越前市武生第二中学校 
 

3 1 1 2 7 1   1     2 1 3 2 1 2 9   4 3 1 2 10 

越前市武生第三中学校 
 

1 1 
  

2     1 1 2 4   1 2 1 2 6 1 1 6 1 1 10 

越前市万葉中学校 2 1 

 

1 1 5 1 2 2   1 6 3 3 2 1 2 11 4 3 2 1 3 13 

越前市武生第五中学校 
      

                          1       1 

越前市南越中学校 

 

1 

 

2 

 

3       1 1 2   1   3 1 5 2 1   3 2 8 

南越前町立今庄中学校 
      

  2 1 1   4   2 1 1   4   2 2 1 1 6 

南越前町立河野中学校 1 
    

1             1         1 2 1       3 

越前町立朝日中学校 
      

    1   1 2     1   1 2   3 3     6 

越前町立宮崎中学校 1 
    

1             1         1 2       2 4 

越前町立越前中学校 1 
    

1             1         1 1         1 

越前町立織田中学校 
 

1 
   

1       1 1 2   1   1 1 3   1 1 2   4 

敦賀市立気比中学校 1 
 

1 
 

1 3 1         1 2   1   1 4 2   1   1 4 

敦賀市立松陵中学校 2 
    

2 2 1 1     4 4 1 1     6 3 2 2     7 

敦賀市立角鹿中学校 
      

                            1     1 

敦賀市立粟野中学校 
 

3 
 

1 2 6 1 1   1 1 4 1 4   2 3 10 1 5 1 3 2 12 

福井工業大学附属 

福井中学校 
      

    1     1     1     1     1     1 

大津市仰木中学校 

      

                                1 1 

彦根市立東中学校 

      

      1   1       1   1       1   1 

彦根市立南中学校 

  

1 

  

1                 1     1 1   1     2 

彦根市立稲枝中学校 

      

  1       1   1       1   1       1 

長浜市立西中学校 

      

    1     1     1     1     1     1 

長浜市立北中学校 

      

                              1   1 

長浜市立虎姫中学校 

      

                              1   1 

長浜市立西浅井中学校 1 
    

1             1         1 1         1 

近江八幡市立 

八幡東中学校 
      

                            1     1 

東近江市立船岡中学校 
      

                              1   1 

東近江市立湖東中学校 
    

1 1                     1 1         1 1 

守山市立守山北中学校 
      

                        1   1 1   3 

栗東市立栗東西中学校 
      

      1   1       1   1       1   1 
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湖南市立甲西北中学校 
      

  1       1   1       1   1       1 

甲賀市立甲南中学校 

      

                          1       1 

日野町立日野中学校 

 

1 

   

1               1       1   1       1 

豊郷町立豊日中学校 

      

                                1 1 

甲良町立甲良中学校 1 

    

1             1         1 1         1 

高島市立マキノ中学校 
      

      1   1       1   1       1   1 

高島市立今津中学校 

  

1 

  

1                 1     1     1     1 

高島市立湖西中学校 

   

1 

 

1                   1   1       1   1 

加賀市立橋立中学校 

      

1         1 1         1 1         1 

加賀市立山代中学校 

      

                          1       1 

加賀市立山中中学校 

      

                                1 1 

神戸市立垂水東中学校 

      

                            1     1 

尾道市立日比崎中学校 

      

                          1       1 

合  計 18 18 18 18 15 87 22 22 22 22 25 113 40 40 40 40 40 200 55 68 78 61 52 314 

男 18 16 11 4 11 60 20 22 21 10 19 92 38 38 32 14 30 152 52 65 63 27 42 249 

女 0 2 7 14 4 27 2 0 1 12 6 21 2 2 8 26 10 48 3 3 15 34 10 65 

 

７．点検・評価・ 

本校における教務系の統括する範囲は広く、また取り組むべき課題もその質・量共

に多岐にわたるため、その自己評価を一言で述べることは難しいが、これまで述べて

きたように、状況分析を適切に行うことによる現状認識と、そこから抽出された課題

に対する改善への取り組みは、ＰＤＣＡサイクルの考えに即し機能していると判断す

る。 

よって、現時点においての達成度評価はＡと判断する。 

 

８．改善課題・方策 

   自己分析による改善課題抽出や改善方策は前述のとおりであり、校長のリーダーシ

ップの下、教職員の協力を得ながら一つずつ丁寧に対応して行くことが何より肝要と

考える。 
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○ 学生指導関係 

 

１．基本方針 

   本校の教育の目的は、個性を尊重しつつ社会にも通用する知育・徳育・体育のバラ

ンスのとれた人間になることを学生に教授することにある。この目的を達成するため

の本校の学生指導に関する基本方針は 
① 毎日、規則正しい生活を送ること 
② よき学生としてのマナー（社会規範）を身に付けること 
③ 自ら考え、自ら進んで学ぶ姿勢を示し、真摯な態度で学業に取り組むこと 
④ 文化・芸術・スポーツに親しみ教養を高めること 
⑤ 自身の将来像を描き、その実現のために計画的に実行すること 

の５つである。これは本校開学以来の学生への指導方針を明文化したものであり、平

成２３年５月に全教職員、学生に周知した。この基本方針に沿って本校の学生指導は

行われている。 
 
２．学生支援 

本校の教育の目的を達成するため、本科５年間において担任制度を設けている。担任

制度は本校の教育システム・学生指導の根幹である。本科の５年間は１５歳から２０

歳までの幅広い年齢の若者が対象となるが、本校では入学時から学生と呼び、例え１

年生の学生であっても自立した責任ある行動をとるよう指導している。入学時から卒

業に至るまで担任によるきめ細やかな５年間の一貫した教育・指導を行い、学生に社

会的責任を自覚させ、社会に通用する人間を育てる努力をしている。この担任による

指導体制が、本校卒業生が社会から評価を受け、高い求人倍率を誇っている大きな理

由の一つであり、今後も継続し充実させていくことが大切であると考える。 
担任の業務は多岐にわたり、例えば、学生生活全般の指導（友人関係、生活・行動の

把握（欠課、欠席の点検）、各種届け出の指導等）、学業成績・悩み・進路等につい

ての個別相談、さらに学年に応じた学校行事の指導・企画・引率等がある。また、全

学年で保護者懇談会を実施しており、家庭との連携を密に図ることも担任の重要な業

務の一つである。クラス担任は、１、２年を一般科目教室教員、３～５年を各専門学

科の教員が担当し、担任補佐（３年は一般科目教室教員）がそれを支援する。担任は

進路指導室と連携しながらキャリア教育を行っており、各学年の横の連携を強くする

ために学年主任を進路指導室の中に置いている。 
担任のスキルアップを図るため、平成２５年度教員研修（クラス経営・生活指導研修

会）に２名の教員が参加、平成２５年度東海・北陸地区高等専門学校学生指導力向上

研修会（クラス経営・担任指導関係、メンタルヘルス関係、キャリア教育関係）には

研修教員として５名、アドバイザーとして２名の教員が参加した。また、学生たちの
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学生生活を充実させるために表１に示すような多様な講演会を各学年で行った。 

   

学年 
講演の内容など 日 程 

１年生 
新入生オリエンテーション（高専の学生としての心構え、

学校生活の過ごし方、勉強の仕方、服育の講演） 4月 16日，17日 

性教育に関する講演会 12月 18日 

２年生 
煙草の害について  7月 3日 

「服育」講演会 10月 9日 

３年生 
交通講話  7月 10日 

「服育」講演会 11月 27日 

４年生 薬物乱用防止に関する講演会  5月 20日 

５年生 税と社会保障 11月 29日 

表１ 学生を対象とした講演会 

 
次に、多感な青年期にあたる学生の人格形成に大きな影響を与えるものが課外活動

である。本校の教育方針の中では「健康の増進に努め、身体的・精神的に強じんな耐

久力を育成する」とうたっており、将来技術者として健康的に活動し、また協調性や

コミュニケーション能力を習得するためにも課外活動は重要な位置を占めるものと考

えられる。元来、高専制度には、５年間じっくりと課外活動に打ち込めるという利点

があり、これを生かして本校では体育系・文化系（ものづくり系も含む）の多数のク

ラブが活動している。また、課外活動の安全管理の一環として、クラブ活動の安全管

理を主とした指導マニュアルを作成し、さらに今年度も学生と教職員を対象に救命救

急法講習会を実施した。 
次に、本校には学生全員によって構成される学生会があり、学生会役員が中心となり、

体育祭、高専祭、弁論大会、球技大会、壮行会、クラブ紹介等の学校行事やクリーン

大作戦、献血等のボランティア活動などを自主的に企画・運営している。ここでは学

生会役員会及びクラブ予算の決定を行う学生総会等が運営機関として設けられ、広報

活動として今年度より昼休み時における月２回の学生会からの放送、また学生会誌「青

塔」の発行を行っている。学生会の活動に参加することにより、協調性、自主性、リ

ーダーシップや企画力などが育成されることから、クラブ活動と同様に学生会活動も

継続して支援していく必要がある。 

さらに、本校では、実際に体を動かして経験の中から生きた知識を習得する「体験型

ものづくり教育」を推進し、これらに関連するコンテストへの参加を積極的に奨励し

ている。全高専が参加し、全国大会が催されるロボットコンテスト（ロボコン）、プ

ログラミングコンテスト（プロコン）、デザインコンペティション（デザコン）の他

多くのコンテストに今年度も参加した。例をあげると、第６回東海北陸地区高等専門
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学校英語スピーチコンテスト（沼津高専主管）、第７回八光熱の実験コンテスト（株

式会社八光電機主催）、パソコン甲子園（会津大学主管）、本田宗一郎杯Ｈｏｎｄａ

エコマイレッジチャレンジ 2013全国大会、第９回全日本学生室内飛行ロボットコンテ

スト、第３回小水力発電アイデアコンテスト（株式会社デンソー主催）、ロボカップ

ジュニア石川ブロック大会 2014などに参加をした。 

さらに、今年度より福井高専キャンパスプロジェクトを実施した。これは、学生のも

のづくりの意識を高めるとともに学生自らが作り、それを自ら利用することで生活し

やすい福井高専キャンパスにしていこうと始められたものである。今年度は６件のプ

ロジェクトの応募があった。 

ボランティア活動に関しても、学生会が主体となったクリーン大作戦、その他保育ボ

ランティアを実施した。さらに高専祭の企画の一つとして地域住民も参加した水防訓

練（土嚢積みコンテスト）を行い、防災のあり方を通して学生と地域住民との交流が

図られた。さらに、鯖江市からの要請で屋根雪下ろしボランティアの募集を案内し、

３名の学生が登録した。また、出前授業や公開講座などでも講師補助として学生たち

が積極に参加している。本年度は、１２回の出前授業に述べ３１名の学生がスタッフ

として支援し、述べ８３９名の小中学生とその保護者との交流をした。また、公開講

座も２０講座に述べ６０名の学生がスタッフとして支援し、３０６名の小中学生とそ

の保護者と交流した。 
本年度、学外の方たちと学生との交流について、上述の事項に加え、「地域の匠を活

用した科学クラブの共同教育」により、７つの部活動の学生が、１０名の地域企業の

方の指導を受け、それぞれの活動（ロボットコンテスト、プログラミングコンテスト、

デザインコンペティション、出前授業など）に生かす試みがなされた。また、中部日

本海５高専共同 PR サイトの学生編集委員会が石川で開催され、舞鶴、石川、富山、長

岡の各高専の学生および教職員（本校学生１名、教職員１名）が参加した。 

平成２５年度アクションプランに則り、メンタルヘルス関連への対応強化として、全

教職員対象のメンタルヘルス・関連ＦＤを実施した。特に今年度は、全クラスに Q-U
テストを行い、そのために Q-U テスト研修会を全教職員向けに開催した。さらに、精

神科医との業務委託契約を行い、奇数月の第１水曜日に専門の医師が来校する体制を

整えた。また、いじめ、体罰防止への取組みについて、実態把握のための調査を定期

的に実施し、防止のために検討を開始している。 
学生たちの健康を守り、学習機会を保障するために、平成２０年度より麻疹の対策

及び調査を実施している。その結果、現在組織としての麻疹耐性率(十分量の抗体を持

つか、あるいはワクチンを接種したもの)が学生・教職員を含めた学校組織として９

５％を超え、疫学的に麻疹の連鎖感染リスクを払拭できたことは大きいと考えられる。

また、教職員に対してはインフルエンザの予防接種を推奨し、感染リスクの低減の努

力を行っている。 
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   以上のように、本校では、担任制度の充実を図り、クラブ活動・学生会活動・もの

づくり関連コンテスト等の課外活動を奨励し、健康管理・安全管理及びメンタルヘル

ス関連の対応強化やボランティア活動への取り組みなどを通して、５年一貫教育の利

点を生かした人格形成の人間教育を実践していると自負する。 
 
３．学生の主な活動状況 

（１）新入生歓迎会・クラブ紹介  平成２５年４月１５日（月） 

（２）新入生オリエンテーション合宿 

平成２５年４月１６日（火）・１７日（水）  奥越高原青少年自然の家で実施 

メンタルヘルスの話、インターネットの講演、教務関係の話、服育の講演 

クラスミーティング、学校生活の話 

（３）学生総会  平成２５年４月１８日（木）、５月２２日（水） 

（４）第４９回体育祭   平成２５年５月２日（木） 

（５）舞鶴高専交歓試合 

    平成２５年５月１９日（日）           福井高専・舞鶴高専で開催 

（６）校長講話     平成２５年５月２２日（水）  

（７）平成２５年度福井県高等学校春季総合体育大会 

    平成２５年５月 31日（金）～６月２日（日）           県内各地で開催 

      陸上、男子バスケットボール、男女バレーボール、男女卓球、サッカー 

水泳、男女剣道、男子テニス、軟式野球、男子ソフトテニス、ハンドボール 

ソフトボールが参加 

成績 団体 女子卓球４位 

  個人 水泳(女子 200ｍ自由形 2位、 女子 200ｍ個人ﾒﾄﾞﾚ-3位) 

（８）平成２５年度北信越高等学校体育大会兼第５３回北信越高等学校対抗卓球選手権大 

   会 

    平成２５年６月１４日（金）～６月１６日（日）     新潟県新潟市で開催 

     個人シングルスで２名出場、成績 １名がベスト８ 

（９）第４８回北陸地区高等専門学校体育大会壮行会  平成２５年６月２６日（水） 

（10）第４８回北陸地区高等専門学校体育大会  富山高専射水キャンパスが担当で開催 

    平成２５年６月３０日（土）ラグビー、野球 

    平成２５年７月６日（土）・７月７日（日） 本大会 

成績 総合第２位（男子総合第３位、女子総合第２位） 

        団体 女子卓球が優勝 

        個人 陸上（男子 5000ｍ）、水泳（男子 50m自由形、女子 100ｍ自由形）、 

卓球(女子シングルス、女子ダブルス)、女子剣道(個人)が優勝   
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(11)第４６回全国高等専門学校サッカー選手権北信越大会 

   平成２５年７月６日（土）・７日（日）         福井高専が担当で開催 

    成績 準優勝 

(12)第６５回中部日本卓球選手権大会 

平成２５年７月１３日（金）～７月１５日（日）      富山県富山市で開催 

    個人シングルスで２名出場 

(13)第４６回北信越高等学校選手権水泳競技大会兼第８１回日本高等学校選手権水泳競

技大会予選会 

平成２５年７月１９日（金）～２１日（日）        石川県小松市で開催 

(14)第３７回文部科学大臣杯 全国高校囲碁選手権大会 全国大会 

平成２５年７月２３日（火）～２５日（木）           東京都で開催 

(15)救急救命法の講習会 

平成２５年８月１日（木）鯖江・丹生消防組合署員２名による講演及び実習 

体育系クラブ学生２９名、教職員８名参加 

(16)第３７回全国高等学校総合文化祭（囲碁部門）（吟詠剣詩舞部門） 

平成２５年８月３日（土）・４日（日）     

第３７回全国高等学校総合文化祭長崎県実行委員会が主催 

(17)第５８回全国高等学校軟式野球選手権北信越大会 

平成２５年８月３日（土）～５日（月）          新潟県新潟市で開催 

(18)第４８回全国高等専門学校体育大会 

卓  球 平成２５年８月１６日（金）・１７日（土）  一関高専が担当で開催 

        成績 女子シングルス 優勝、女子ダブルス 準優勝 

陸上競技 平成２５年８月１８日（土）         福島高専が担当で開催 

サッカー 平成２５年８月１７日（土）～２０日（火）  仙台高専が担当で開催 

   剣  道 平成２５年８月１８日（日）         鶴岡高専が担当で開催 

   水  泳 平成２５年９月１日（日）          秋田高専が担当で開催 

(19)第２０回全国高等専門学校将棋大会 

平成２５年８月２１日（水）～２３日（金）       米子高専が担当で開催 

(20)保育ボランティア 

  平成２５年９月９日（月） 鯖江市神明保育所 学生１１名が参加 

(21)本田宗一郎杯Ｈｏｎｄａエコマイレッジチャレンジ 2013全国大会 

平成２５年１０月５日（土）～６日（日）            栃木県で開催 

(22)第９回全日本学生室内飛行ロボットコンテスト 

平成２５年１０月１２日（土）～１３日（日）          東京都で開催 

(23)全国高等専門学校第２４回プログラミングコンテスト全国大会 

  平成２５年１０月１３日（日）・１４日（月）      旭川高専が担当で開催 
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(24)アイデア対決・全国高等専門学校ロボットコンテスト２０１３東海・北陸地区大会 

   平成２５年１０月２０日（日）             鈴鹿高専が担当で開催 

競技課題は「Shall We Jump?」 

本校Ａチーム「メルポスちゃん」 

本校Ｂチーム「チャンピオンシープ」 

(25)第９回クリーン大作戦 

   平成２５年１０月２３日（水） 

高専～ＪＲ鯖江駅までの３コースと校内の清掃奉仕活動 

(26)平成２５年度弁論大会 

 平成２５年１０月２４日（木）  

６テーマ（内１テーマはエキシビションマッチ）で実施 

(27)第４９回高専祭 

平成２５年１０月２５日（金）～２７日（日） 

    テーマ「創－ひとつ上への挑戦」 

    ライブコンサート、球技大会、吹奏楽コンサート、水防訓練、合気道演武会 

少林寺拳法演武会、アマバンライブ、ビンゴ大会、献血、露店  他 

   水防訓練（平成２５年１０月２６日（土）                 本校 

地域住民 40 名、本校学生 26 名、本校教職員４名が参加。 
(28)平成２５年度球技大会 

 平成２５年１０月２４日（木）、２５日（金） 

(29)中部日本海５高専共同ＰＲサイトの学生編集委員会          石川高専が担当で開催 

平成２５年１０月２６日（土）・２７日（日） 

    舞鶴、石川、富山、長岡の各高専の学生、教職員、本校学生１名、教職員１名 

が参加 

(30)全国高等専門学校デザインコンペティション２０１３in米子 

   平成２５年１１月９日（土）・１０日（日）        米子高専が担当で開催 

(31)第７回東海北陸地区高等専門学校英語スピーチコンテスト     

平成２５年１１月９日（土）               沼津高専が担当で開催 

(32)パソコン甲子園２０１３ 
平成２５年１１月９日（土）・１０日（日） 

(33)第３３回近畿高等学校総合文化祭三重大会（囲碁部門） 
平成２５年１１月９日（土）・１０日（日） 

                 第３３回近畿高等学校総合文化祭実行委員会が主催 
(34)第３３回近畿高等学校総合文化祭三重大会（吟詠剣詩舞部門） 

平成２５年１１月１７日（日） 
                 第３３回近畿高等学校総合文化祭実行委員会が主催 



43 

(35)第３３回近畿高等学校総合文化祭三重大会（将棋部門） 
平成２５年１１月１６日（土）・１７日（日） 

                 第３３回近畿高等学校総合文化祭実行委員会が主催 
   成績 Ｂ級準優勝 

(36)平成２５年度福井高専キャンパスプロジェクト報告会  

平成２５年１２月１３日（金） 

   ６つのプロジェクトについてポスター形式で報告 

(37)第２９回北信越高等学校囲碁選手権大会兼第８回全国高校囲碁選抜大会北信越地区予

選                  北信越高等学校文化連盟囲碁専門部が主催 

平成２５年１２月１４日（土）・１５日（日） 

(38)大感謝祭  平成２５年１２月１８日（水） 

(39)ロボカップジュニア石川ブロック大会 2014 

  平成２６年１月１３日（月）               石川県金沢市で開催 

   成績 優勝 

(40)校長表彰、校長講話、学生総会  平成２６年１月２３日（木）開催 

(41)ロボカップジュニア日本大会 2014 

   平成２６年３月２１日（金）～２３日（日）          埼玉大学で開催 

(42)第３回小水力発電アイデアコンテスト 

  平成２６年３月２２日（土）・２３日（日）        福井県鯖江市で開催 

(43)第１７回全国高等学校少林寺拳法選抜大会 

  平成２６年３月２２日（土）・２３日（日）        香川県丸亀市で開催 

(44)学生会誌「青塔」発行   平成２６年３月 

(45)外部資格取得状況（平成２４年度の主なもの）について 
・英語検定準２級：１名、 
・工業英語検定３級：３ 名、 
・ＣＡＤ利用技術者試験２級：２０名、 
・機械設計技術者試験３級：１４名、 
・基本情報技術者試験：３名、 
・ＪＡＶＡプログラミング能力認定試験：１名、 
・第三種電気主任技術者：２名、 
・Ｘ線作業主任者：６名、 
・危険物取扱者乙種全類：９名、 
・技術士第１次試験（建設部門）：２名、 
・測量士補：７名、 
・コンクリート検定（中級）：６名、 
・コンクリート検定（初級）：１６名 
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４．奨学金受給状況・授業料免除実施状況一覧（平成２５年度） 

日本学生支援機構奨学生              （平成 25 年 5 月 1 日現在） 

 日本学生支援機構 
本  科(人) 専攻科(人) 

合 計(人) 
1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 1 年 2 年 

対 象 者 4 10 14 9 20 3 3 63 

その他奨学生                    (平成 25 年 5 月 1 日現在) 

種   類                  貸与月額                        
本   科(人) 専攻科(人) 

合  計(人) 
1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 1 年 2 年 

福井県 
自宅通学 18,000 円  

 
1 1 2     4 

自宅外通学 23,000 円 1 1   
 

  2 

越前市 
1～3 年生  9,000 円 1 1         2 

4～5 年生 20,000 円        0 

あしなが育英会 25,000 円 1 
 

2 
 

        3 

樫の芽会 40,000 円     1   1 

古岡奨学会 14,000 円 1 1      2 

合      計             4 3 3 1 3 0 0 １4 

 入学料免除実施状況 

区  分 免除対象額 申請(人) 許可(人) 

免除対象者 84,600 円 1 1 

入学料徴収猶予実施状況 

区  分 猶予対象額 申請(人) 許可(人) 

徴収猶予対象者 84,600 円 3 2 

 授業料免除実施状況 

 区  分 免除対象額 前期分(人) 後期分(人) 

全額免除対象者 117,300 円 24 18 

半額免除対象者  58,650 円 5 5 

不許可者 ―― 8 8 

卓越学生対象者 117,300 円   2 

 

奨学金、授業料免除関係の学生への情報提供は、主として学内の「掲示板」に掲示する

ことで行っている。 
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５．点検・評価 

（１）今年度は 10種類のコンテストに出場し、そのうちロボカップジュニアの大会では日

本大会に駒を進めることができた。北陸地区高専体育大会では２１種目の団体競技に

出場し、１種目で優勝し、総合成績２位の成績であった。全国高専体育大会では卓球

の女子シングルスが優勝、女子ダブルスが準優勝であった。さらに、学生の表彰につ

いて見直し、規程を整備し、在校生の前で、学生表彰を行った。体育会系の部活動を

支援するための救急救命法の講習会への参加者数を表２に示す。以上のことより、達

成度評価はＡと判断する。 

年 度 Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ 

人 数 ２６ １８ ３７ ３９ ２９ 

表２ 救急救命法の講習会参加学生数（５年間） 

 

（２）ボランティア活動として、クリーン大作戦、保育ボランティアを実施した。クリー

ン大作戦に関しては参加した８９％の学生が満足をしている。また、鯖江市からの要

請で屋根雪下ろしボランティアの募集を案内した。さらに、出前授業、公開講座の講

師補助としても学生は学外の人たちと積極的に関わった。さらに、今年度は、水防訓

練（土嚢積みコンテスト）を行い、地域の方と防災を通して積極的な交流を行った。

この企画は本校独自のものである。また、他高専の学生、企業の方たちとの交流も行

っている。学外の人たちとの交流が大変盛んに行われており、達成度評価はＳと判断

する。 

（３）担任のスキルアップのための研修会に教員を派遣した。また、表１に示したとおり、

学生の学生生活をサポートするために各学年に対して講演会を開催した。特に、「服

育」の講演会に関しては、１年生から３年生まで学年に応じた内容を目指しており、

本校独自の取り組みである。Ｑ－Ｕテスト研修会を開き、教職員のスキルアップを試

みた。以上のように教員の学生指導力を向上させ、学生生活をサポートする企画を実

行できたため、達成度評価はＡと判断する。 

なお、「学生相談室」の部分の評価は、「学生相談室・保健室関係」の章を参照され

たい。 

（４）日本学生支援機構奨学生は６３名、その他奨学生は１４名である。また、入学料免

除許可者は１名、入学料徴収猶予許可者は２名、授業料免除対象者は、全額免除のべ

４２名、半額免除のべ１０名、卓越した学生全額免除は２名であった。当初の計画ど

おり実施することができたため、達成度評価はＡと判断する。 

（５）東日本大震災において被災した学生が在学した場合、授業料免除等の経済的支援の

情報及び民間団体による各種奨学金の情報を提供する計画であったが、平成２４年４

月現在、本校には東日本大震災において被災した学生が在学していない。したがって、

制度設計は行われているため、達成度評価はＡと判断する。 
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６．改善課題・方策 

（１）各種コンテストや体育大会に関して積極的な参加を促すことができたため、達成度

評価をＡとした。しかし、その成績を見ると（「３．学生の主な活動状況」参考）各

部活動が全て活発に活動しているわけではないことが読み取れる。来年度より、学生

表彰の規定が本格運用されるので、これによる部活動の活性化を促したい。また、部

活動活性化のワーキンググループの活動により具体的にどのような環境を整えていく

かを議論する。 

（２）福井高専キャンパスプロジェクトを継続実施することで、学生のものづくりへの興

味を引き出し、学生全体の活動の活性化につなげたい。 

（３）学生のボランティア活動などの社会奉仕体験活動については、来年度もこれらの地

道な活動を継続する。 

（４）学生のメンタルヘルス等にかかわる教職員のスキルアップのため、来年度以降も継

続的にメンタルヘルス関係の研修会などに、積極的に参加することを進めていくこと

が大切であると考える。 

（５）東日本大震災において被災した学生が在学することとなった場合には、授業料免除

や奨学金などの情報をしっかりと伝達したいと考える。 
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○ 学寮関係 

 

１．基本方針 

学寮は遠隔地からの入学生に修学の便を与えると同時に、共同生活を通してお互い

に敬愛啓発し、人間形成を図るという目的で設置されている。そのために、施設、設

備の充実と安全・安心な寮生活の維持には特に力を入れており、生活指導の面では原

則全教員が交替で寮監として当直し、寮生と直に触れ合うことにより教育目標を果た

すよう努めている。 

 

２．寮生の受け入れ状況 

学寮は「青武寮」と称し、収容定員は２４５名である。東寮・西寮・南寮・北寮の

４棟に分かれており、北寮は女子留学生の受け入れも可能な設備を整え女子寮として

改修されている。平成２５年度の在籍は以下のとおりである。 

 

          平成２５年度在籍寮生数 

平成 25年 12月 1日現在  

     学年 

学科 
１年 ２年 ３年 ４年 ５年 合 計 

機 械 工 学 科 9  14 (1) 12 8 (1) 9  52（2） 

電気電子工学科 11 (1) 11  9 (2) 6（1） 10 (2) 47（6） 

電子情報工学科 11 (1) 11（2） 8 (2)   4 5 (1) 39（6） 

物質工学科 12（6） 6（2） 13 (7) 5（2） 8（3） 44(20） 

環境都市工学科 12 (4) 9（4） 11（2） 5 (1) 7 44(11） 

合  計 55(12） 51 (9) 53(13） 28（5） 39（6） 226(45） 

( )は女子で内数 

留学生は、３年生２名、４年生２名、５年生２名 

 

３．活動状況 

学生寮の管理運営は、寮生の安心・安全の確保を的確に図るべく寮関係教職員(寮務

主事団、学寮事務室)と日々の寮監とが緊密に連携を取りながら行なっている。学寮全

体の施設・設備面での改善については、毎年優先順位を検討し実施している。 
寮生活の充実、寮生間の交流と親睦の促進のため、寮生会を組織しその自主的な運

営と活動の支援を積極的に行なっている。寮生会活動としては寮祭や新入寮生歓迎会、

５年生を送る会など多くの寮内行事を企画し活発に実行している。 
国際化を視野に３年次からの外国人留学生の受け入れを毎年行なっている。また、

平成２３年度からは短期の外国人留学生の受け入れも実施している。受け入れた際に
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は、歓迎会なども開催し短期留学生と他の寮生との交流の促進を図っている。 
中学生やその保護者に対するオープンキャンパスなどの学寮案内を通して積極的に

施設等の公開をしている。 
 

４．点検・評価 

（１）寮監と関係教職員との連携は、寮監日誌での情報交換と寮生の点呼簿の引き継ぎを

通して平成２５年度も適切に行われている。平日の寮監開始時には口頭での必要事項

の連絡を行っており、達成度評価はＡと判断する。 

（２）寮生の安全確保のため、平成２５年度は防災訓練の際、寮生防災組織の確認と屋内

消火栓による放水訓練を５年生中心に行った。今年度も、防災食(保存食と水)の配布

などの取り組みも行なっており、達成度評価はＡと判断する。 

（３）東寮に設置しているＡＥＤの使用方法の研修をかねて救急救命講習会を１２月に開

催した。教職員１０名、学生３１名の参加があった。昨年に引き続き計画的に実施す

ることができたのが、２年目であることを踏まえて、達成度評価はＡと判断する。 

（４）施設の改修等では、当初の限られた予算の範囲内で工夫し、以下のとおり改善を図

った。今年度はエアコン設置関係の後処理として各居室の熱交換器(コンベクター)の

撤去に予算の大半を使用した。また、カードキーシステムはまだ導入に至っていない

ため、達成度評価はＢと判断する。 

 

（平成２５度の改善箇所等） 
学寮居室暖房機器撤去等工事 

    寮生用パソコン・プリンター更新 
   学寮食堂厨房機器(パンラック)更新(学寮食堂厨房設備) 
   学寮ゴミステーション(可燃物ゴミは除く)新設 
   学寮焼きいも器(寮祭等で使用)導入 
   南寮外壁雨漏り補修工事 
   防災食(保存食・保存水)補充整備 
   音響設備(寮生会行事、寮祭で使用)整備 
   北(女子)寮居室(214～219 号室)床カーペット敷工事  

   

（５）寮生会指導に関しては、役員会を中心に、新入生歓迎会、寮祭、５年生を送る会、 

寮生会誌の発行等を実行することができた。また、役員会との懇談会も４月と９月に

開催した。よって、達成度評価はＡと判断する。 

（６）寮生指導に関しては、生活面・行動面での日常的な個別指導と寮生全体への指導と支 

援を主事団で分担して今年度も実施してきた。寮生全体への生活指導のための寮生総会

を前期・後期に各 1回開催した。区長への指導については適宜行なってきた。また、６
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月にメンタルヘルスへの理解を目的とした講習会を高学年と低学年にそれぞれ１回ず

つ実施した。 

寮生アンケートを実施して、寮生活の満足度と実態調査を昨年度に引き続き行った。 

結果はおおむね満足していることが読み取れた。学寮生の実態調査を毎年行なうよ

うになって４年目であり、今後の継続した実態の把握と調査が必要である。今年度は

５年生が主体となった就職・進学セミナーを開催し、低学年にアドバイスを行う機会

を持った。また、新設されたキャンパスプロジェクトに寮生活の改善を目指す企画を

提案し積極的に参加した。よって、達成度評価はＡと判断する。 

（７）平成 25 年度からエアコンの実際の利用が始まった。健康面と節電等に関し寮生への

利用についての指針 (利用時間制限と温度設定) を寮生総会で示した。また、エアコン

の管理運営を目的とする寮生保護者会との連携をとりその総会を７月に開催した。よ

って、達成度評価はＡと判断する。 
 

５．改善課題・方策 

（１）寮生アンケートの結果から、おおむね寮生活には満足しているが、ア) 男子浴室が狭

い点、イ) 西寮の１年生の学習時間の確保等に課題があることが読み取れる。男子浴室

に関しては、予算措置が必要なためすぐに改善することは難しい。１年生の学習時間

に関しては、生活指導の中でも強調し学習習慣の定着のための努力を行なう。また、

上級生の支援等を得ての学習指導を平成２４年度試行し今年度も後期に１週間実施し

たが、この継続と実施時期や方法などの検討を図る。 
（２）安全な寮生活のための確保のための課題として、ア) 男子寮へのカードキーシステム

の導入、イ) 寮生の自主防災組織の毎年の確認、ウ) 定期的な防災訓練とＡＥＤ等の講

習会の実施があげられる。アについては、男子寮全体の管理システムの再検討が同時

に必要となる。 
（３）寮生会への指導と寮生指導の課題として、平成２４年度から寮生会役員を５年生か

ら４年生へと変更し、寮生会の中心を４年生が担う形になって２年目である。この方

式での寮生会活動の活発化のために、寮生会役員への支援と寮生の指導を今年度に引

き続き、ア) 寮生会役員会と寮務主事団との懇談会の開催、イ) 寮生総会を前・後期１

回以上開催し必要な生活指導を行う、ウ) 区長への支援を行う。 
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○ 進路指導関係 

 

１．基本方針 

高等専門学校は設置以来、卒業生の産業界での活躍もあり、求人倍率が高倍率を続

けてきた。また、高学歴社会を望む社会の風潮から大学編入を求める時期もあったが、

近年は価値観の多様化によって学生は就職、専攻科進学、大学編入学、専門学校など

へと幅広い選択をするようになってきた。本校では、将来技術者として活躍を期待さ

れる学生の重要な決定事項である進路について、進路指導委員会と各学科が綿密な連

絡をとりながら学生の指導に当たっている。また、キャリア教育にも力を入れ、低学

年から「社会において自立できる力の養成」を目標とした方針を立てている。 

 

２．本校卒業後・修了後の進路 

本科生及び専攻科生の進路を下図に示す。 

(本科生の場合) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福井高専卒業 

進学 

大学編入学 

その他 
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都道府県 

市町村 

自営 

専門学校 

出身学科に関係する大学 

出身学科に関係しない大学 

福井高専専攻科 

他高専専攻科 

出身学科に関係する企業 

出身学科に関係しない企業 

独立行政、財団等法人 
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 (専攻科生の場合) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本科生の場合、平成２１年度までは、専攻科の設置や大学の編入生受け入れ数の増

加などによって、進学を希望する学生数が増え、ほぼ半数が大学編入学又は専攻科進

学という傾向にあった。しかし、他の高等教育機関に比べ、高専卒業生の就職内定率

がこの不況にもかかわらず好調な理由（平成２５年度、就職を希望する学生に対する

求人倍率は、本科については約２５倍、専攻科については約４３倍）により、徐々に

就職希望者が増え、平成２４年度には就職する学生の割合が６２％に増加した。一方、

進学者が相対的に減少し、特に専攻科希望者の減少が大きかったため、定員確保のた

め２次募集をする事態になった。平成２５年度卒業予定者の場合は、就職希望者が５

７％と数年前よりは多いが昨年度よりは少し減少し、専攻科進学者も説明会などを開

催することにより、以前のように一次の段階で定員を超えるようになった。ただし学

生への進路希望先の調査では、低学年を含めた全学年で就職希望者の割合が多く、今

後もこの傾向は継続すると考えられる。したがって、進学者、特に専攻科希望者を一

定割合確保する対策も継続して実施する必要がある。 

なお、平成２６年１月末現在、本科生に対しての就職希望者の内定率は約９９％と

なっており、専攻科に対しては、平成２５年９月の時点で就職希望者は既に１００％

に達している。 

 

専攻科修了 

大学院進学 

その他 

就職 

民間企業 

公務員等 

国 

都道府県 

市町村 

自営 

専門学校 

専攻に関係する企業 

独立行政、財団等法人 

専攻に関係しない企業 
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３．進路決定の流れ 

就職に関しては、本科４年生、専攻科１年生の３月には全国規模の大手企業の就職

活動が始まる。環境系では、公務員試験を受ける学生も多いが、専攻科２年生で受験

できる公務員試験は、国家総合職、国家一般職、国家専門職、福井県Ⅰ種、市町村な

どである。本科５年生で受験できるものは、国家一般職、国家専門職、福井県Ⅱ種、

市町村などである。また消防官、警察官などの職員採用試験がある他、独立行政法人

や財団法人と呼ばれる公務員に準じた進路もある。 

進学に関しては、本科では５月頃から推薦選抜による編入学試験が、また６月から

は学力選抜による編入学試験が始まる。専攻科生に対する大学院の入試は、６月頃か

ら始まる。 

以上のような就職・進学について、学生に対してタイムテーブルで示したものが下

表である。 

6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
エントリー開始

インターンシッ プ 大手企業試験 就職
中堅企業試験

実習先決定

工場見学旅行 校外実習 大学編入学推薦 進学
校外実習報告会

大学編入学学力

専攻科前期試験 専攻科後期試験

進路の決定時期

個人面談 個人面談 公務員
公務員試験公務員採用試験

保護者面談 保護者面談 進路希望調査 保護者面談

エントリー開始

大手企業試験 就職
中堅企業試験

インターンシップ

インターンシップ報告会 大学院入学試験 大学院進学

書類準備 筆記試験

学位授与機構関連

卒
業
ま
で
の
流
れ 卒

業
式
・
修
了
式

4年 5年
3年 専攻科1年 専攻科2年

修
了
ま
で
の
流
れ
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４．進学・就職先一覧 

（平成２４年度） 

進学･就職先一覧（平成２５年３月卒業・修了予定者）

機械工学科 電気電子工学科 電子情報工学科 物質工学科 環境都市工学科 専攻科 生産ｼｽﾃﾑ 環境ｼｽﾃﾑ

進　学（17名） 進　学（13名） 進　学（16名） 進　学（10名） 進　学（13名） 進　学（8名） (5) (3)

福井工業高等専門学校専攻科 5 福井工業高等専門学校専攻科 2 福井工業高等専門学校専攻科 5 福井工業高等専門学校専攻科 2 福井工業高等専門学校専攻科 3 北陸先端科学技術大学院大学 2

神戸工業高等専門学校専攻科 1 長岡技術科学大学 2 筑波大学 2 長岡技術科学大学 1 千葉大学 1 金沢大学大学院 1 1

長岡技術科学大学 1 筑波大学 1 金沢大学 1 福井大学 3 長岡技術科学大学 1 福井大学大学院 2

金沢大学 3 千葉大学 1 福井大学 5 信州大学 1 金沢大学 1 名古屋大学大学院 1

福井大学 2 電気通信大学 1 豊橋技術科学大学 2 豊橋技術科学大学 1 福井大学 1 豊橋技術科学大学大学院 1

岐阜大学 2 福井大学 1 大阪大学 1 大阪大学 1 岐阜大学 1

豊橋技術科学大学 2 豊橋技術科学大学 2 岡山大学 1 豊橋技術科学大学 3

三重大学 1 大阪大学 2 滋賀県立大学 1

広島大学 1 天理大学 1

就　職（22名） 就　職（23名） 就　職（26名） 就　職（26名） 就　職（20名） 就　職（15名） (10) (5)

●県　内＜6名＞ ●県　内＜4名＞ ●県　内＜10名＞ ●県　内＜10名＞ ●県　内＜10名＞ ●県　内＜8名＞ (6) (2)

㈱アタゴ 1 ㈱鯖江村田製作所 1 ㈱アイジュピタ 1 ㈱アクロス 1 ㈱大西商亊 1 アボット ジャパン㈱ 1

㈱イワシタ 1 ㈱ゼロ設備事務所 1 ES㈱ 1 清川メッキ工業㈱ 1 オカモト鐵工㈱ 1 パナソニック㈱デバイス社 回路部品ビジネスユニット 2

㈱エイチアンドエフ 1 パナソニック㈱デバイス社 回路部品ビジネスユニット 1 ㈱ALL CONNECT 1 サカイオーベックス㈱ 1 旭陽産業㈱ 1 福井工業高等専門学校 1

信越化学工業㈱武生工場 1 盟友技研㈱ 1 ㈱サカイエルコム 1 酒井化学工業㈱ 1 ㈱グリーンシェルター 1 ㈱松浦機械製作所 1

東工シャッター㈱ 1 ㈱ナチュラルスタイル 2 信越化学工業㈱ 1 鯖江市役所 1 レンゴー㈱福井工場 1

㈱福井村田製作所 1 パナソニック㈱デバイス社 機構部品ビジネスユニット 1 ㈱SHINDO 1 セキサンピーシー㈱ 1 ㈱ALL CONNECT 1

浜本テクニカル㈱ 1 武生特殊鋼材㈱ 1 丹南消防組合 1 丸一調査設計㈱ 1

福井市役所 1 日信化学工業㈱ 1 ㈱辻広組 1

(有)やなせ和紙 1 パナソニック㈱デバイス社 回路部品ビジネスユニット 1 ㈱西村組 1

レンゴー㈱金津事業所 1 福井県警 1

●県　外＜16名＞ ●県　外＜19名＞ ●県　外＜16名＞ ●県　外＜16名＞ ●県　外＜10名＞ ●県　外＜7名＞ (4) (3)

関西電力㈱ 1 アボットジャパン㈱ 1 ㈱アットウェア 1 旭化成㈱ 1 NTTインフラネット㈱ 1 井関農機㈱ 1

京都機械工具㈱ 1 大阪ガス㈱ 1 出光興産㈱愛知製油所 1 大阪シーリング印刷㈱ 1 大阪ガス㈱ 1 KBセーレン㈱ 1

G.T.M Tech 1 関西電力㈱ 2 関西電力㈱ 1 関西電力㈱ 2 小野田ケミコ㈱ 1 小島プレス工業㈱ 1

JXエンジニアリング㈱ 1 キリンビール㈱滋賀工場 1 京セラコミュニケーションシステム㈱ 1 ＫＢセーレン㈱ 1 関西保温工業㈱ 1 日本原子力発電㈱ 1

島津プレシジョンテクノロジー㈱ 1 ソニーイーエムシーエス㈱東海テック　美濃加茂サイト 1 向洋電機㈱ 1 スガイ化学工業㈱ 1 清水建設㈱ 1 ㈱鴻池組 1

信越化学工業㈱直江津工場 1 ㈱高木製作所 1 (独法)国立印刷局 1 第一工業製薬㈱ 1 東芝エレベータ㈱ 1 塩野フィネス㈱ 1

㈱高木製作所 1 武田薬品工業㈱ 1 ㈱ZYYX 1 第一三共プロファーマ㈱ 1 西日本旅客鉄道㈱ 1 ヤマナミ㈱ 1

ＴＯＷＡ㈱ 1 中部電力㈱ 2 セイコーエプソン㈱ 1 ダイキン工業㈱ 1 日本ビソー㈱ 1

㈱酉島製作所 1 東海旅客鉄道㈱ 1 ㈱SEBACS 2 大同工業㈱ 1 ㈱レールテック 1

日本車輌製造㈱ 1 ㈱日本触媒 1 西日本電信電話㈱ 1 大日本インキ化学工業㈱ 1 若築建設㈱ 1

日本バイリーン㈱滋賀工場 1 財団法人北陸電気保安協会 1 日新電機㈱ 1 ㈱東京セロレーベル 1

パナソニック㈱アプラインス社 1 北陸電力㈱ 2 日本たばこ産業㈱(中日本エリア) 1 日東電工㈱豊橋事業所 1

マルホ㈱ 1 三菱電機ビルテクノサービス㈱ 1 パイオニア㈱ 1 日本ユニカー㈱ 1

㈱森精機製作所 1 ㈱明電舎 1 兵神装備㈱ 1 メタウォターサービス㈱ 1

㈱レールテック 1 ㈱吉野工業所 1 三菱電機㈱神戸製作所 1 ユニチカ㈱ 1

YKK㈱ 1 レンゴー㈱武生工場 1

その他（2名） その他(1名) その他(1名) その他（2名） (1) (1)

福井産業技術専門学院 2 その他 1 就職未定者 1 進学未定者 1

その他 1

平成25年3月31日現在

 

（平成２５年度） 

進学･就職先一覧（平成２６年３月卒業・修了予定者）

機械工学科 電気電子工学科 電子情報工学科 物質工学科 環境都市工学科 専攻科 生産ｼｽﾃﾑ 環境ｼｽﾃﾑ

進　学（15名） 進　学（12名） 進　学（14名） 進　学（18名） 進　学（12名） 進　学（4名） (2) (2)

福井工業高等専門学校専攻科 8 福井工業高等専門学校専攻科 5 福井工業高等専門学校専攻科 1 福井工業高等専門学校専攻科 6 福井工業高等専門学校専攻科 8 金沢大学大学院 1 1

長岡技術科学大学 2 長岡技術科学大学 4 長岡技術科学大学 1 帯広畜産大学 1 長岡技術科学大学 1 福井大学大学院 1

東京農工大学 1 金沢大学 1 東京農工大学 2 室蘭工業大学 1 岐阜大学 1 奈良先端科学技術大学院大学 1

福井大学 2 福井大学 1 金沢大学 3 長岡技術科学大学 2 豊橋技術科学大学 1

豊橋技術科学大学 1 京都工芸繊維大学 1 福井大学 2 金沢大学 1 仁愛大学 1

高山自動車短期大学 1 名古屋大学 1 福井大学 4

名古屋工業大学 2 豊橋技術科学大学 1

京都工芸繊維大学 1 大阪大学 1

九州大学 1 奈良女子大学 1

就　職（19名） 就　職（26名） 就　職（15名） 就　職（16名） 就　職（21名） 就　職（19名）
●県　内＜4名＞ ●県　内＜10名＞ ●県　内＜4名＞ ●県　内＜9名＞ ●県　内＜11名＞ ●県　内＜8名＞ (4) (4)

アボットジャパン㈱ 1 旭電設㈱ 1 ㈱アイジュピタ 1 ㈱アタゴ 1 坂川建設㈱ 1 ㈱アートテクノロジー 2

信越化学工業㈱武生工場 1 アボットジャパン㈱ 1 ㈱サカイエルコム 2 ㈱鯖江村田製作所 1 ㈱三輝設計事務所 1 越前市役所 1

東工シャッター㈱ 1 小野谷機工㈱ 1 ハッポー化学工業㈱ 1 CFCデザイン㈱ 1 ㈱ジー・アイ・システム 1 酒井化学㈱ 1

㈱福井村田製作所 1 ㈱柿本商会 1 ㈱SHINDO 1 セキサンピーシー㈱ 1 日東シンコー㈱ 1

酒井化学工業㈱ 1 スガイ化学工業㈱ 1 大和建設㈱ 1 パナソニック㈱オートモーティブ＆インダストリアルシステムズ社回路部品事業部 1

㈱鯖江村田製作所 1 福井山田化学工業㈱ 1 田中建設㈱ 1 ㈱福井村田製作所 1

パナソニック㈱オートモーティブ＆インダストリアルシステムズ社回路部品事業部 1 北陸精染㈱ 1 田中保建築（自営） 1 緑商事㈱ 1

㈱藤雲堂 1 増永眼鏡㈱ 1 ㈱辻広組 1

㈱松浦機械製作所 1 レンゴー㈱金津工場 1 日本電産テクノモータ㈱ 1

レンゴー㈱　武生工場 1 福井県庁 1

㈱ミルコン 1

●県　外＜15名＞ ●県　外＜16名＞ ●県　外＜11名＞ ●県　外＜7名＞ ●県　外＜10名＞ ●県　外＜11名＞ (8) (3)

出光興産㈱ 1 大阪ガス㈱ 1 ㈱アイジーエー 3 旭化成㈱ 1 大阪ガス㈱ 1 大阪シーリング印刷㈱ 1

エプソン㈱ 1 関西電力㈱ 1 ㈱アットウェア 1 花王㈱ 1 ㈱柿本商会 1 KBセーレン㈱ 1

関西電力㈱ 1 京セラ㈱ 1 大阪ガス㈱ 1 木谷電器㈱ 1 一般社団法人近畿建設公社 1 東芝メディカルシステムズ㈱ 1

京セラ㈱ 1 ㈱きんでん 1 関西電力㈱ 1 第一三共プロファーマ㈱ 1 国土交通省近畿地方整備局 1 飛島建設㈱ 1

コマツ 粟津工場 1 島津メクテム㈱ 1 ㈱ジークス 1 日本ユニカー㈱ 1 中部電力㈱ 1 ㈱酉島製作所 1

ダイキン工業㈱ 1 住友電設㈱ 1 ㈱中央エンジニアリング 1 ユニチカ㈱ 1 東海旅客鉄道㈱ 1 日新電機㈱ 1

高木製作所㈱ 1 ㈱ダイヘン 1 日本電産テクノモータ㈱ 1 ㈱半導体エネルギー研究所 1 ㈱ＮＩＰＰＯ 1 福岡都市技術㈱ 1

トーシンテック㈱ 1 東芝エレベータ㈱ 1 富士通エフサス北陸サービスサービス㈱ 1 北陸電力㈱ 2 ㈱フジクラ 1

日本車輌製造㈱ 1 日本電気硝子㈱ 1 北陸電力㈱ 1 ㈱レールテック 1 冨士ダイス㈱ 1

日本電気硝子㈱ 1 一般財団法人 北陸電気保安協会 1 ユニアデックス㈱ 1

パナソニック㈱アプライアンス社 1 北陸電力㈱ 3 レンゴー㈱ 1

ビューテック㈱ 1 マルホ㈱ 1

フジテック㈱ 1 三菱レイヨン㈱ 1

兵神装備㈱ 1 ㈱明電舎 1

㈱森精機製作所 1

その他(1名) その他(3名) その他(1名) その他(1名) その他(3名) その他（1名） (0) (1)

松下幸之助商学院 1 大原テクノデザインアート専門学校 1 その他 1 就職未定者 1 就職未定者 1 その他 1

バンタンゲームアカデミー東京校 1 その他 2

その他 1

平成26年1月31日現在
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５．現状 

   本校の本科では、伝統的キャリア教育として、２年生で校外研修（県内企業等見学、

１日）、３年生で工場見学旅行（国内（一部学科で海外）企業等見学、４日）、４年生

で夏期休業中のインターンシップ（国内企業等、１～２週間）を経て進路の選択を行

ってきた。５年生進級後、就職や進学の試験に臨んでいるが、就職、進学ともに適切

な結果になっている。 

しかしながら、最近、大学の就職活動が非常に厳しくなっている中、高専の就職が

比較的好調なことから就職希望者が増加しており、就職に関するキャリア教育の重要

性が増してきた。また、産業や職業の状況が変化、多様化している中で、学生が適切

な職業選択を行えるよう、早い段階から職業意識の形成を行い、自らが主体的に企業

研究を行う環境を整える必要が生じてきた。そのため新キャリア教育として、１～３

年生には、本校教員、地域企業の経営者によるキャリアガイダンスや職業研究セミナ

ー、本科５年生と専攻科生が講師となる先輩フォーラムを企画した。４年生や専攻科

１年生には、就職対策講座を系統的に実施した。特に、３、４年生や専攻科生には、

主体的に企業を研究させるため、キャリア教育セミナー（合同企業説明会）を開催し

た。なお、自分の進路を考えるための資料として、キャリアポートフォリオの作成を

各学年で取り組んだ。 

その他に、就職活動の利便性向上と企業研究のツールとしての活用を目的に、本校

独自の求人サイト「求人票・掲示板閲覧システム」をＷｅｂ上に構築し、パソコンや

携帯から就職情報を入手できるようにした。また、進路指導室が規則化されておらず、

学生や外部から分かりにくくなっていることから、規則化し、併せてキャリア教育を

強化した活動内容にふさわしい名称への変更や組織の見直しを開始した。さらに、平

成２７年度卒業・修了予定者から就職・採用活動時期が大幅に後ろ倒しされることへ

の対策の検討を開始した。 

以下に主なキャリア教育活動や取り組みの概要を項目毎に記す。 

（１）キャリアガイダンス、職業研究セミナー、先輩フォーラム 

１～３年生には、本校教員によるキャリアガイダンスを前期に開催した。後期に

は、１年生と３年生に地域企業の経営者による職業研究セミナー、２年生には５年

生や専攻科生が講師となり進路決定までの体験を話す先輩フォーラムを学科ごとに

開催した。４年生や専攻科生には、就職活動の専門家を講師に招き、インターンシ

ップや合同企業説明会の心構え、求人サイトの利用法、面接・エントリーシート等

の就職直前対策講座を系統的に３回開催した。 

＜キャリアガイダンス「キャリア形成について」、講師：進路指導委員会委員長＞ 

① １年生対象：６月２６日（水）、②２年生対象：６月１９日（水）、③３年生

対象：５月２２日（水） 
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＜職業研究セミナー「①社会で働くということ、②社会において求められる人材」＞ 

① １年生対象、１０月３０日（水）、講師：(株)ネスティ代表取締役社長 進藤

哲次氏 

② ３年生対象、１月１５日（水）、講師：(株) 田中化学研究所代表取締役社長 田

中保氏 

＜先輩フォーラム、２年生対象＞ 

① １１月６日（水）、講師：５年生、専攻科１年生、会場：２年生５教室 

内容：就職、進学を決めるまでの体験談、専攻科の説明 

＜就職対策講座（４年生・専攻科１年生対象、講師：(株)アイバック＞ 

①  ７月４日（木）、「インターンシップ対策、コミュニケーション力向上策」 

② １０月３日（木）、「合同企業説明会対策、本校求人サイトの利用法」 

③ ２月２１日（金）、「面接・エントリーシート等の就職直前対策」 

（２）キャリア教育セミナー（合同企業説明会） 

１２月５日（木）に、本校と関連の深い企業等１０４社（半数強の５６社が県内

企業）が参加し、本科３、４年生と専攻科１年生の約４２０名を対象に、高専では

実施例の少ない合同企業説明会を開催した。第２回までは本校第一体育館で１０～

１１月に実施したが、３回目となる昨年度から学外（鯖江市嚮陽会館）で開催する

ようになった。参加企業数が昨年度９０社から１４社増加したため、第３会場を設

けて対応した。合同企業説明会の実施風景を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   合同企業説明会風景（嚮陽会館第１会場）    合同企業説明会風景（嚮陽会館第２会場） 

 

（３）大学・大学院合同説明会、専攻科説明会 

    １０月５日（土）、本科３、４、５年生及び専攻科１、２年生の進学希望者を対

象に、大学・大学院進学のための合同説明会を開催した。８大学と１１の大学院か

ら講師を招き、各大学・大学院の特色の説明が行われた。なお、参加学生数が１１

１名となり、昨年度より倍増した。また、専攻科の希望者減への対策として、昨年

度から始めた専攻科説明会を２～４年生の全学生対象に今年度も実施した。 
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（４）本校独自の求人サイト「求人票・掲示板閲覧システム」、ポートフォリオ 

本校では、高専の就職制度に対応した本校独自の求人サイト「求人票・掲示板閲

覧システム」を２年前から開発し、昨年度から本格的に運用を開始している。この

サイトにより、パソコンや携帯電話から今年度や過去の求人情報を各種条件で検索

することができ、就職活動の利便性が向上するとともに、主体的な企業研究に活用

できる。このサイトで合同企業説明会の登録もできるようにしているが、今年度は

昨年度の会場風景の写真や注意事項一覧等の情報を掲載した。 

また、他高専では実施例の少ないポートフォリオを、昨年度から本科で導入を開

始しており、今年度も継続して取り組んだ。なお、低学年ではクラス替えがあるこ

とから、１年生に、１～２年生用の薄手の資料保管ファイルを配布した。また、３

年生には、３～５年生用の進路決定に向けた資料保管ファイルを配布した。また、

ポートフォリオのサンプル例を進路指導室の電子書庫にアップロードし、各担任が

利用しやすいようにした。 

（５）進路指導室の見える化及び組織の見直しと名称変更 

本校の進路指導室は規則化されておらず、学校要覧や学生便覧等に掲載されてい

ないなど分かりにくい組織になっていた。そのため規則化し、学生や外部から見え

る存在にすること、さらにキャリア教育への熱心な取り組みを外部にも発信できる

よう名称変更（キャリア支援室等）の検討を開始した。また、委員数が多く形式化

した進路指導委員会も見直し、実際に進路指導に関する行事の企画・運営を行って

いる同委員会の下部組織である幹事会を主体とする体制への改善を目指している。 

（６）就職・採用活動時期の後ろ倒しへの対応 

    平成２７年度卒業・修了予定者から、就職の広報活動開始時期が１２月から３月

に、採用選考活動が４月から８月に後ろ倒しされるが、教職員や学生への周知を徹

底するために本校ホームページに掲載するなどの対応を行った。また、来年度の関

係する行事日程を後ろ倒しし、進路のしおりの見直しを行うなど本年度に必要な対

策を行った。 

 

６．点検・評価 

就職活動への対策強化を主目的に、進路指導委員会では３年前から、新しいキャリ

ア教育活動の企画を導入し、昨年度はさらに内容を改善し強化した。今年度は昨年度

の企画で指摘された反省点や課題を検証し、改善した内容で実施した。 

まず、１～３年生対象のキャリアガイダンスでは、講演内容を検証し、各学年での

キャリア教育に関する目的に沿った内容にスライド画面を精選し修正した。また、進

学に関する内容を追加した。経営者による職業研究セミナーに関しては、昨年同様に

福井労働局の紹介で１、３年生に対し企業経営者の方の講演会を開催したが、３年生

に関しては学生に講師の方に話してもらいたい内容のアンケート調査を事前に行い、
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その結果を講師の講演に反映した。 

２年生では昨年度、「研究室訪問」の企画を、学科毎に５年生や専攻科生が進路決

定までの体験談を話す「先輩講座」という企画に変更した。今年度は通常の特活など

で先輩に話をしてもらう先輩講座と区別するために「先輩フォーラム」という名称に

変更し同じ形式で開催した。２年生のアンケート結果からは、大いに参考になったが

７０％（参考になったでは９８％）と好評であり、来年度も継続実施することになっ

た。 

高学年では、４回目となるキャリア教育セミナー（合同企業説明会）を、昨年度と

同様に１２月初旬に鯖江市嚮陽会館で開催した。参加企業数が１０４社と以前より約

２０社、昨年度より１４社増加し、１階の２会場だけでは不足するため、２階に第３

会場を設けた。第３会場は学生の出入りが心配されたが、優良企業が含まれていたこ

ともあり、かなりの学生が訪問した。なお、県内企業が５６社参加しており、学生が

地域企業を学ぶ良い機会になり、人材面で地域産業に貢献する行事と位置付けること

ができる。 

就職対策講座については、昨年度から大学等で就職活動指導をしている専門家を講

師に招いて３回開催している。なお、今年度は講演内容を昨年度と比べてさらに分か

りやすくなるように改善したところ、４年生では６８％（女子だけでは８５％）が非

常に役立つと回答し、少し役立つを加えると９８％になり、かなり好評であったこと

が判明した。 

進学に関しては、大学・大学院説明会を８大学と１１の大学院から講師を招いて開

催した。昨年度の学生アンケートで開催時期の早期化の希望があったこともあり、今

年度は昨年度より約１か月早い後期第１週目の土曜日に開催した。５年生を含め参加

募集を強化したところ、就職希望者が増加しているにも関わらず、参加学生数が昨年

度の５４名から１１１名の約２倍となり、大幅に増加した。 

本校独自に構築した求人サイト「求人票・掲示板閲覧システム」については、昨年

度から本格的に運用を開始している。学生はパソコンや携帯から本校用の就職情報を

入手できるようになり利便性が向上した。このサイトではキャリア教育セミナー（合

同企業説明会）の登録もできるようにしているが、今年度は昨年度の会場風景の写真

や注意事項一覧等の情報を掲載するなどの改善を行った。ポートフォリオに関しては、

昨年度からの取組を継続し、１年生と３年生には専用の資料保管ファイルを配布した。

また、ポートフォリオのサンプル例を進路指導室の電子書庫にアップロードし、各担

任が利用しやすいようにした。 

さらに、本校のキャリア教育への取り組みを検証するために、全国高専教育フォー

ラムで活動内容を発表した。他高専からは貴重な意見が寄せられ、キャリア教育関係

者と意見交換ができた。また、他高専との企画面での協力関係が芽生えるなど、外部

発表の有効性を認識することができた。 
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また、次年度からの改善に向けて進路指導室の名称変更や組織の見直しを行うとと

もに、来年度から影響が出る就職・採用活動時期の後ろ倒しへの対策を開始した。 

以上のように、低学年から複数のキャリア教育行事を実施することができ、外部発

表ができる成果が得られていることから、達成度評価はＡと判断する。 

 

７．改善課題・方策 

最近の新入生アンケート結果では、本校への入学志望動機として就職が良いからと

答える学生が多くなっていること、また今年度実施した進路希望調査で１～４年生ま

での全学年で就職希望者が増加していることから、就職に力点を置いた活動を今後と

も継続する必要がある。また、就職活動が厳しくなっていることから、低学年から進

路を考えるキャリア教育を導入し、早めに対策をしていくことが重要になっている。

ただし、相対的に専攻科への希望者が減少し、優秀な学生の確保が困難になる可能性

があることから、進学に対するサポートも充実していく必要がある。本校は他高専と

比べ、キャリア教育がかなり充実していると判断されるが、今後とも問題点を検証し、

学生へのアンケート結果等を参考にしながら、継続して改善活動を実施していくこと

が重要である。 

また、今年度の全国高専教育フォーラムで本校のキャリア教育に対する取り組みを

発表したが、他高専との情報交換や企画面での協力関係を築いていくことが必要にな

ってくると考えられる。 

なお、本校の組織として、進路を担当している進路指導室や進路指導委員会及び同

幹事会の位置づけが分かりにくい状況になっている。次年度からキャリア教育の重要

性を学生が認識し、中学生など学外へキャリア教育の活動状況をアピールしていくた

めに、キャリア支援室等に名称を変更し、学生に見える組織としてさらに活動内容を

充実していように体制の見直しを図っている。 

最後に、平成２７年度卒業・修了予定者から影響が出る就職・採用活動開始時期の

大幅な後ろ倒しであるが、公務員試験や編入学試験の後ろ倒しも予想され、本校の学

事日程や進路指導のタイムスケジュール等の見直しや対策が必要になっている。今後

情報収集を行い、学生に動揺を与えないように、教務委員会等と連携を深めながら的

確に対策を進めていく必要がある。 
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○ 研究活動関係 
 
１．現状 

研究改善委員会では、教員の研究に関する自己点検として毎年研究活動評価のため

の調査を実施している。評価項目として研究成果の発表、学協会の委員等の支援、研

究資金の獲得などである。表１に平成２５年度の研究活動評価調査結果を示す。ただ

し、表中の（ ）内数字は昨年度の結果を表す。今回も、評価期間を３年間（平成２

２～２４年度）で、評価の上限を２４点とし、２４点を４段階のランク（Ａ、Ｂ、Ｃ、

Ｄ）に分類して評価した。２４点は、毎年１篇の査読有論文の成果が出ていることに

相当する。表１より十分な研究活動をしているとみなされるランク A の教員は、昨年

と同数の５７名（７８％）となり、JABEE、認証評価、東海・北陸地区ロボコン大会

主催など多忙を極めた中においてもレベルを維持できたことは評価に値する。なおラ

ンク B は７名、C は６名、D は３名であった。 
科学研究費補助金の獲得に向けて、新採用の教員を日本学術振興会主催の科学研

究費助成事業に関する研修会へ派遣し、科学研究費補助金申請へのモチベーション

を高めている。そして、申請書の書き方の参考資料として採択された申請書のコピ

ーを全教員に配布している。また、平成２５年９月２７日には、長岡技術科学大学

副学長である斎藤秀俊先生による科研費取得のための講演会（講演題目：高専の持

ち味を生かして手中に収める科研費）を実施するとともに、学内外部資金獲得経験

者による申請書へのアドバイス・面談制度も設けている。さらに、学内向けウェブ

サイトに外部資金公募一覧を掲載し、月初めに該当月の締め切り公募情報を全教員

にメールで配信している。 
平成２５年度の科学研究費補助金の採択件数は１１件（新規：６件、継続：５件、

総額：１，３３０万円）となった。前年度と比較して採択件数増加しているが総額は

減少している。なお、平成２６年度の申請件数は３８件であった。 
共同研究は１０件、総額は３，７１２，０００円、寄付金受入件数は２６件で、総

額は８，２４０，０００円である。 
 

表 1 平成 25 年度研究活動評価調査結果 
 
 
 
 
 
 
 

 ランク 人数 割合 ％ 

A：24 点以上 
B：16 点～23 点 
C：8 点～15 点 
D：0 点～7 点 

57（57） 
7（ 8） 
6（ 8） 
3（ 1） 

78（77） 
10（11） 
8（11） 
4（ 1） 
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高等専門学校の人事交流の一環として、今年度は教員１名を派遣している。また、

高等専門学校機構の在外研究員として１名がドイツへ渡航しており、平成２６年度は

海外研修として継続する予定となっている。さらに、平成２６年度は高等専門学校間

の人事交流として２名が他高等専門学校への派遣が予定されている。 

教育・研究関連プロジェクトとして、本年度から三機関（長岡技術科学大学、豊橋

技術科学大学、国立高等専門学校機構）が連携して行う世界で活躍しイノベーション

を起こす実践的技術者育成を目的とする事業が始まった。本校からは５名（６件）の

教員が申請・採択され、本年又は次年度からの本格的運用に関与する予定である。 

 

２．点検・評価 

研究活動評価調査結果によれば、ランクがＡ以上である教員が８割近くおり、十分

な研究活動等を行っていると判断できる。 

本校の科学研究費補助金採択率及び総額は改善傾向にあるが決して多くない。この

要因として、これまで本校の全教員数に対する科学研究費補助金申請率が低いことに

よると説明されてきたが、６０歳未満の教員を対象に考えるならば、ほぼ１教員あた

り１件の申請が行われているので、単に申請率の低迷が採択率の低迷の要因とはいえ

なくなっている。特に科学研究費は、他の競争的研究資金と異なり研究内容の新規性、

独創性が求められることから、各教員が申請する分野での新規性、独創性の有無に対

する自己吟味が必要であると考えられる。 

総じて約８割の教員が十分な研究活動を行っており、科学研究費補助金の採択件

数及び総額も改善傾向にあることから、今年度達成度評価はＢと判断する。 

 
３．改善課題・方策 

研究環境であるが、今年度の大型補正予算配分により、各学科において老朽化して

いた実験装置の更新が行われ、新規研究機器の導入も行われた。さらに地域連携テク

ノセンターの改修工事も進んでおり、今後の教員研究活動の活発化が期待される。 
これに伴い、研究資金面で教員の研究意欲増進（外部資金獲得につなげるための研

究スタート資金）につながるような学内研究支援資金制度が必要といえる。そのため、

次年度から校長裁量経費の一部を、各教員の専門分野に関する優れた研究課題に重点

配分する制度の導入を計画している。申請応募条件としては、申請者が科学研究費補

助金又は外部資金等に応募していることとし、審査は申請書類による１次審査を経て、

書類審査採択者に対してプレゼンテーション審査を実施し、配分額を決定する方式で

計画を策定中である。 
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○ 地域・社会貢献活動関係 

 

１．現状 

   本校では、教育研究資源と知的資源を地域社会に還元することを通して地域社会に

おける本校の認識度の向上に努めている。さたに、国立高専機構の第２期中期計画の

「小・中学校に対する理科教育支援の機会を増大するとともに、取組事例を総合デー

タベースに蓄積・共有し活用する。」と「満足度調査において公開講座の参加者の７割

以上から評価されるように、地域の生涯学習機関として各学校における公開講座の充

実を図る。」に基づき、公開講座、出前授業、福井県大学連携リーグ連携企画講座(主

催：大学連携リーグ)及び福井県生涯学習大学開放講座(主催：福井県生涯学習センタ

ー)への講師派遣を行っている。さらに、文化的事業の一環として開催している「福井

高専クラシックコンサート」の一般開放も行っている。 

   本年度は、小中学生や一般を対象にした公開講座については表１に示すように２４

件（受講者総数２８８名）を、また小中学校等での出前授業については表２に示す１

８件（受講者総数１６３６名）を実施した。表１に示す以外の公開講座としては、女

子中学生の理工系分野への進路選択支援として本校５学科とサンエンスクラブが用意

したものづくり・デモ実験体験後、２名の本校ＯＧ(京セラ(株)、越前市役所勤務)に

よる理系分野への女性進出の意義についての基調講演と懇談会を開催した「女子中学

生と保護者のための公開講座・懇談会」（中学生６６名、保護者３５名参加、図１）が

ある。出前授業についても表２以外のものとして、本校の課外活動クラブであるサイ

エンスクラブ、THE 研究会及び放送・メディア同好会が、サンドーム福井を会場に開催

された「丹南産業フェア２０１３」（受講者数約３５０名、図２）と、また越前市いま

だて芸術館にて開催された「子どもフェスティバル ―ちちん♡ぷいぷい ひらけ～ゴ

マ part３」（主催：越前市いまだて芸術館）（受講者数約２００名、図３）がある。こ

のような公開講座や出前授業の開催に際しては、学生の帯同・協力を求めることが多

く、学生にとっても地域社会と接触する機会ともなり、加えてエンジニアリング・コ

ミュニケーション能力育成等の教育効果も期待できる。 

さらに、福井県大学連携リーグ連携企画講座、及び福井県生涯学習大学開放講座に

は一般科目教室(英語、物理)に所属する教員３名（延べ７講座を担当）、物質工学科教

員１名(延べ３講座を担当)と環境都市工学科教員１名(１講座を担当)を派遣し、技術

英語、イギリス文化、暮らしの科学や自然災害等をテーマに講演し、教員の研究活動

の成果を地域に還元した。この内、福井県大学連携リーグ連携企画講座で開講した２

講座においては、英語科教員がコーディネータとして企画統括責任者を務めた。 

また、本校学生の情操教育と地域社会への文化的な貢献活動と位置付けて平成２１

年度から実施している福井高専クラシックコンサートは、本年度で５回目を迎えた。

本年度は、ピアノとバイオリンの奏者を招聘し、聴衆７５０名(本校学生６０５名、一
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般１４５名)を対象に１２月、鯖江市文化センターにて開催した（図４)。 

 

表１ Ｈ２５年度公開講座実施一覧 

講　　　　　　座　　　　　名　　　 対象者 募集数 受講者数 受講料

自律ロボット製作入門
6/15(土)
9:30~16:00

1日，6ｈ 中学生 10人 10人 無料

やってみよう　ソーラーカー手作り教室
7/21(日)
10:00~16:00

1日，5ｈ
小学生

(保護者要同伴)
20組 19組 無料

多面体を作ろう
7/27(土)
9:00~12:00

1日，3ｈ 小学生，中学生 20人 4人 無料

小さな大工さん講座「建築デザイナーになろう！」
7/27(土)
10:00~16:00

1日，5ｈ
小学5～6年生，中学生

(保護者同伴可)
16人 14人 無料

親子科学教室（科学は身近にあふれてる。さあ科学のと
びらを開けましょう！）

7/28(日)
9:00~14:00

1日，4ｈ
小学3～6年生

（保護者要同伴）
20組 19組 無料

夏休みの自由研究講座「ちからとかたち」
7/28(日)
13:00~17:00

1日，4ｈ
小学4～6年生
(保護者同伴可)

10人 10人 無料

中学生のための作文講座
8/4(日)
10:00~14:00

1日，3h 中学３年生 15人 13人 無料

洋画と洋楽で楽しく英語を学ぼう
8/10(土)
10:00~14:00

1日，4ｈ 中学生，高校生 20人 6人 無料

光ったり動いたりする「スライム」やカラフルな「人工いく
ら」・「スライム時計」を作りましょう

8/10(土)
13:00~17:00

1日，4ｈ
小学生

（低学年は保護者要同伴）
20人 18人 無料

中学生のための社会科講座
—高専の入試問題で学ぼう

8/10(土)10:00~15:00
8/11(日)10:00~12:00

2日，6ｈ 中学３年生 30人 28人 無料

はじめてのコンピュータ制御
～プログラムで物を動かそう～

8/10(土)，11(日)
各13:00~16:00

2日，6ｈ
小学5～6年生，中学生

(小学生は保護者要同伴)
10人 10人 無料

磁石の磁力線観察キット(3種類)を作製しよう！
8/11(日)
13:00~17:00

1日，4ｈ 中学生 15人 11人 無料

紙コプターを作ってみよう
8/11(日)
13:30~16:30

1日，3ｈ 中学生 20人 10人 無料

全日本小中学生ロボット選手権
講習会・ふくい予選

8/11(日)13:00~16:00
8/17(土)14:00~16:00

2日，5ｈ
小学生

（保護者同伴可）
18人 13人 無料

オリジナル栞をつくろう2013
8/24(土)
13:00~15:00

1日，2ｈ 中学生 10人 2人 無料

覗いてみよう微生物の世界！
8/31(土)
13:00~17:00

1日，4ｈ 中学生 10人 10人 無料

オリジナル携帯ストラップ(キーホルダー)を作ろう
8/31(土)
13:30~16:30

1日，3h 中学生 5人 5人 無料

中学生のための理科受験講座
—高専の入試問題で学ぼう

8/31(土)，9/1(日)
各10:00~15:00

2日，8h 中学３年生 20人 19人 無料

はじめてのかんたんプログラミング
8/31(土), 9/1(日)
各13:00~16:00

2日，6ｈ
小学4～6年生
(保護者同伴可)

12人 12人 無料

英検３級合格をめざして
―受験対策講座―

9/28(土),10/5(土),11/2(土)
各10:00~12:00

3日，6ｈ 中学生以上 15人 9人
6，400円

（中高生は無料）

英検準２級合格をめざして
9/28(土),29(日)
各13:00~16:00

2日，6ｈ
中学生以上

（英検３級取得者が望ましい）
20人 4人

6，400円
（中高生は無料）

親子で作るはじめてのオリジナル写真年賀状
11/10(日)
13:00~17:00

1日，4h
小学生，中学生
（保護者要同伴）

15組 9組 無料

英文法基礎講座
12/14(土),15(日)
各9:30~14:00

2日，8ｈ 中学３年生 20人 20人 無料

中学生のための国語講座－古典の心を読む
12/15(日)
14:00~16:00

1日，2ｈ 中学３年生 15人 13人 無料

日　　　　　時
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表２ Ｈ２５年度出前授業実施一覧 

合計 教職員 学生数

機械 6月15日 10:00～13:00 大虫小学校 おもちゃづくりから学ぶサイエンス 12 4 8 120

機械 6月15日 9:00～12:00 和田小学校 親子でおもちゃづくり 9 3 6 100

物質 6月29日 9:00～13:00 酒生公民館 超低温の世界・科学の面白さを体験 5 5 0 48

物質 7月6日 9:00～13:00 和田小学校 超低温の世界・科学の面白さを体験 9 7 2 260

物質 7月24日 9:00～12:00
越前町立図書館
織田分館ホール

化学の面白さを体験しよう 4 4 0 54

電子情報 7月28日 13:00～16:30 武生第二中学校 第4回越前市中学生ロボット製作教室 2 2 0 35

電気電子 8月28日 13:30～16:00
越前市かこさとし
ふるさと絵本館

はしれ！ソーラーカー
～ソーラーカーで自然エネルギー体験～

4 1 3 30

電気電子 9月7日 9:00～12:00 武生西小学校 おもしろ科学実験とものづくり 4 1 3 123

物質 9月14日 9:00～13:00 有終西小学校 超低温の世界・科学の面白さを体験 5 5 0 80

物質 9月27日 14:00～16:10 清水中学校 磁石の磁界とイオンの存在を体感しよう 3 3 0 63

機械 9月29日 9:30～12:30 鶉小学校
親子で作る工作
（わりばし飛行機を親子で作って遊ぶ）

10 3 7 160

電気電子 9月29日 10:00～12:00 鶉小学校 光と色のファンタジー 1 1 0 168

機械 10月19日 13:30～16:00 王子保小学校 親子でおもちゃづくり体験 8 2 6 70

電気電子 10月19日 13:05～14:45 吉野小学校 おもしろ科学実験 1 1 0 144

物質 10月20日 10:00～12:00 宮崎コミュニティセンター 化学の面白さの体験 3 3 0 45

物質 10月20日 14:00～16:00 宮崎コミュニティセンター 極低温実験に興味を持とう 4 4 0 50

物質 11月17日 8:30～12:30 木田小学校 化学の面白さの体験 6 6 0 36

機械 11月17日 9:30～12:00 東郷小学校 親子でおもちゃづくり体験 4 1 3 50

学科 実施日時 時間 出前授業先 標　　題
スタッフ数

受講者数
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(a) 機械工学科              (b) 電気電子工学科 

 

 

 

 

 

 

 

     (c) 電子情報工学科             (d) 物質工学科 

 

 

 

 

 

 

 

     (e) 環境都市工学科            (f) サイエンスクラブ 

 

 

 

 

 

 

 

  (g) OGによる講演１(京セラ(株))              (h) OGによる講演２(越前市役所) 

図１ 「女子中学生と保護者のための公開講座・懇談会」の様子 

          (平成 25年 9月 21日、本校にて) 
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(a) ＴＨＥ研究会：            (b) サイエンスクラブ： 
製作した水車と発電装置の展示等        霧箱を使った放射線観察等 

 

 

 

 

 

 

 

 

(c) 放送・メディア同好会： 
    ショートムービー作成教室等 
 

図２ 「丹南産業フェア 2013」での出展の様子 

(平成 25年 9月 21～23日、サンドーム福井にて) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(a) ホバークラフトの製作           (b) イライラ棒の製作 
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(c) 木登りサルの製作            (d) パスタタワーの製作 

 

 

 

 

 

 

 

 

(e) 放射線の観察             (f) 蒸気船の製作 

 

図３ 「子どもフェスティバル」での出展の様子 

         (平成 25年 10月 27日、越前市いまだて芸術館にて) 

 

 

 

図４ 福井高専クラシックコンサート(平成 25年 12月 4日、鯖江市文化センターにて) 
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２．点検・評価 

   本年度の公開講座も、主にものづくり、科学系のデモ実験に加えて数学・国語・社

会や英語系の内容で実施され、開講した２４講座には主に小中学生が受講し、その受

講生数も昨年度よりも約５０名増加した。図５は本年度開講した公開講座(開講時間、

内容及び満足度)に対するアンケート集計結果をまとめたものである(回答率９７．

６％)。開講したほとんどの公開講座の時間は半日程度であったが、その時間について

は約８０％弱の受講生からは“ちょうどよい”との回答が、講座内容については“と

ても面白い”又は“面白い”との回答率は約８７％であり、その総合的な結果として

“だいたい満足”又は“十分満足”の合計回答率は昨年度と同様約９６％であった。

この数値は、前述した国立高専機構が掲げている「公開講座の参加者の７割以上から

評価される」という目標数値を大きく上回っている。実際、アンケートの自由記述欄(感

想等)によると、「中学校にはない機械・装置に触ることができて楽しかった」、「もの

づくりや科学は面白いということが分かった」や、「理科が好きになった」等の好意的

な感想が目立ち、理工系の教育支援のみならず、本校の社会的なプレゼンスをアピー

ルすることができたと考える。一方で、“テーマに沿ったものづくりの時間が少し足り

なかった”や“数学に関する講座を望みたい”という意見・要望も寄せられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

    (a) 開講時間について            (b) 講座内容について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(c) 満足度について 

図５ 公開講座のアンケート集計結果 
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   また、出前授業の会場は例年と同様、小中学校のみならず自治体公民館が主であり、

小中学生に加えて保護者もものづくりや科学デモ実験を受講した。本年度から公開講

座と同じように出前授業についても受講生の満足度を含め、要望や意見を把握するた

めに事後にアンケート調査を行った。アンケートの回収率(約２５％)は前述した公開

講座ほどは高くはないが、その集計結果をまとめると図６のようになる。 

   出前授業時間については“ちょうどよい”との回答率は約７５％であり、講座内容

については“面白い”又は“やや面白い”との回答率は約９０％であり、その総合的

な結果として“だいたい満足”又は“満足”の合計回答率は約９０％であった。特に

自治体等が出前授業の実施を求める際の受講対象者は、幼稚園児から中高校生までの

幅広い年齢層となりがちであるが、このような年齢層を対象に行う場合においては、

受講生の知識・技能レベルに合わせた実施指導に留意しなければならないことが、図

６の結果から伺える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      (a) 授業時間について          (b) 授業内容について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(c) 満足度について 

図６ 出前授業のアンケート集計結果 
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“女子中学生と保護者のための公開講座・懇談会”には、県内外の女子中学生６６

名(２年生１名、３年生６５名)とその保護者３５名が参加した。図７と８は公開講座

と懇談会終了後に調査した満足度の結果(アンケート回収率は、中学生９８％、保護者

９４％)であり、公開講座の内容については図７にあるように、「満足した」又は「と

ても満足した」との回答率は約９８％で、そして基調講演と懇談会については図８の

ように約９６％の参加者が「良かった」又は「とても良かった」と回答していた。昨

年度に引続いて実施した本校ＯＧ２名による理系分野で活躍する意義ややりがいにつ

いての基調講演と懇談会での紹介と説明は、本校在学中からの体験に基づいた内容が

主であったため具体性に富み、非常に理解しやすいところが参加者に受け入れられた

ものと思われる。実際、多くの参加者から「高専での勉強が就職してからどのように

役立っているかがわかった」、「女性でも技術者として活躍できることが再認識できた」

や「卒業後の進路や就職先を女性目線で説明してくださったことが、とても良かった。」

等の好意的な意見があり、同企画の目的に沿った女子中学生の理工分野への進路選択

支援を、十分に行うことができたと考える。 

図７ 公開講座内容の満足度      図８ 基調講演・懇談会の満足度 

 

「子どもフェスティバル ―ちちん♡ぷいぷい ひらけ～ゴマ part３」では前掲図３に

示したように、蒸気船、木登りサル、イライラ棒、ホバークラフトやパスタタワーの

製作のほかに、放射線観察や空気砲の体験のためのブースを出展して、理科教育支援

を行った。図９は、その体験内容と満足に関するアンケートの集計結果である(回収率

約３５％)。 

 体験内容について“やや面白い”又は“面白い”との回答率は非常に高く、約９９％

であり、さらに満足度については“だいたい満足できた”又は“満足できた”の回答

率は約９０％であった。アンケートの自由記述欄には「今年初めてでとても楽しかっ

たので来年もやりたいです。」や「作ってあそぶのが楽しかった。」等の子供たちから
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の率直な感想に加えて保護者からは「大人が夢中になってしまうくらい楽しかったで

す。」や「1年生ですので実験の意味はわからず、つくる楽しみが良かったです。」とい

う感想が寄せられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      (a) 体験内容について          (b) 満足度について 

図９ 「子どもフェスティバル」のアンケート集計結果 

 

 

 福井県大学連携リーグ連携企画講座では「英語」と「化学とテクノロジー」をテー

マにした講座を開講し、各講座３０名程度の大学生を含む一般社会人が受講し、いず

れの講座も受講生から非常に高い評価を得ている。この内、「英語」に関する企画講座

については、本校英語科教員が本年度に引続き来年度もコーディネータとして企画統

括責任者を務めて開催すべく、現在その準備が進行している。また、福井県生涯学習

大学開放講座では嶺南美浜町と南越前町においてそれぞれ「人づくり・まちづくり」

と「地震」をテーマとし、地元住民を主な対象とした講座に教員２名を派遣した。そ

れらの講座に対する満足度も約９０％に達している。 

 本校の文化的事業としてのクラシックコンサートも前述したような公開講座や出前

授業等と同様、地域社会では定着しつつあり、本年度も１５０名の地域住民の参加が

あった。アンケートによると約９１％の方々が“満足”又は“大変満足”と回答して

おり、「同様な企画があったら参加するか」との問いに対して約８８％が“参加したい”

との回答であった。さらに、意見・感想として“音楽（特にクラシック）に親しみが

あまりないと思っていた高専での企画にとてもびっくりしました”、“一般の人に対し

て、開放的な部分を感じてとてもうれしい”や“この様な情操教育は、社会に出てか

らも、とても役に立つ事だと思う”等が寄せられ、本校の人間教育の一端を地域社会

に示す格好の機会にもなった。 

 

以上のことから、達成度評価はＡと判断する。 
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３．改善課題・方策 

本年度も、本校の有する教育研究資源や知的資源を公開講座、出前授業等を通して地

域社会に還元した。いずれの事業においても参加者から極めて高い満足度を得ている。

これらの事業では、教職員のみならず学生も地域住民との交流が図れ、学生の立場か

らすると人間力のみならず、エンジニアリング・コミュニケーション能力の育成の機

会ともなるため、総合的な教育効果も期待できる。ただし、出前授業におけるアンケ

ート回収状況が他の事業に比べると低調であり、より満足度の高い出前授業の実施を

目指す際には幅広い意見や要望の収集が不可欠であると考えられ、参加者へのアンケ

ート協力の呼びかけの強化と回収率の向上を図る必要があると考えられる。 
今後も、理科教育支援等を含む各事業に継続して積極的に取組み、地域社会の活性

化等に貢献したい。 
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○ 国際交流関係 

 
１．現状 

（１）平成２５年度計画に基づき実施した事項 

① ９月に奈良で開催された「工学教育の進歩に関する国際シンポジウム

（ISATE2013）」に教員２名及び学生１名が参加し、電気電子工学科の５年生が 学

生セッションでポスター発表（英語）を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

    図１ 学生の発表(ISATE2013) 

 

② １１月に香港ＶＴＣで開催された「持続可能性技術に関する国際シンポジウム

（ISTS2013）」に、専攻科学生２名が教員２名と共に参加し、それぞれの特別研究

の内容について英語で論文発表を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

  図２ 論文発表した学生（ISTS2013） 

 

③ 高専機構が主催する海外インターンシップ事業の第１次日程（２０１３年夏実

施）に専攻科生（男子１名）が参加し、ベトナムにある日系企業で研修した。ま

た第２次日程（２０１４年３月実施）にも専攻科生が応募した。 

④ 姉妹協定校であるオーストラリアのバララット大学との交流事業では、隔年で

相手校を訪問し交流を深めている。今年度はバララット大学の学生達が本校へ訪

問する年となっていたが、大学側の事情で来訪できなくなった。しかし Skype な

どの通信手段を使ってコミュニケーションを図っている。 
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⑤ タイのプリンスオブソンクラ大学（ＰＳＵ）工学部との間で１年余りにわたっ

て進めてきた交渉がまとまり、６月中旬に校長以下４名が現地（ハジャイ）を公

式訪問した。そして「国際交流に関する覚書（ＭＯＵ）」を締結した。その後、こ

のＭＯＵに則って８月に本校の専攻科生２名をＰＳＵ工学部に派遣し、同所内で

１か月間にわたる研修を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図３ ＭＯＵ調印の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 図４ PSUでの学生研修の状況 

 

⑥ ８月に、国際協力機構（ＪＩＣＡ）北陸支部主催の研修事業「技術系グローバ

ル人材育成」（於ベトナム）に、本校から２名の若手教員が参加し、北陸地区の他

高専の教員と共に現地視察や討論を行い、問題意識の共有を図った。また、その

後実施した校内報告会では若手を中心に多くの教員が集まり、活発なディスカッ

ションが交わされた。 

 

 

 

 

 

 

 

 図５ 校内報告会 
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（２）その他の事項 

① 富山高専が中心となって昨年度まで２か年にわたって進めてきた「ロードマッ

ププロジェクト」（特別教育研究経費）には本校も連携協力してきた。このプロジ

ェクトの成果報告書等が４月に送付され、学生達に広く配布し、キャリア形成の

一助として活用している。 

 

 図６ 学生に配布したパンフレット 

 

２．点検・評価 

今年度は本校独自の交流協定を締結することができ、加えて本校学生をタイの大学

で研修させることもできた。このように交流活動を積極的に実施し、本校学生の海外

派遣、さらに本校教員の海外派遣・研修などについて当初の目標をおおむね達成でき

た。しかし同時に、香港ＶＴＣからの短期留学受入れプログラムは一旦合意したもの

の、諸事情により実施に至らなかった。また、教職員対象の国際交流に関する講演会

もスケジュールの調整ができずに今年度は実施することができなかった。 

 

以上のことから、達成度評価はＢと判断する。 

 

３．改善課題・方策 

高専機構に申請した２つの短期留学受入れプログラムのうち、「香港ＶＴＣからの学

生の受入れ」についてはプログラム作成が認められたものの、実現には至らなかった。

次年度は双方の予定を慎重に擦り合せることで解決可能である。 

また国際交流に関する教職員対象の講演会についても、次年度に開催することによ

って教職員の意識を維持し、さらに向上させるという効果が期待される。 
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○ 国際交流（留学生）関係 

 

１．現状 

本校は、国際貢献の一環として、マレーシアなど３か国から留学生を３年次に受け

入れ(下記参照)、本校の学生と同様な教育や寮生活をしてもらいながら、単に学習の

場としてだけではなく、国際交流の一つとして異文化交流の大きな柱と位置づけ、力

を注いでいる。 

 

本年度在学留学生一覧 

 

留学生への対応は、教育面では外国人留学生委員会（担任や学科の代表）が、生活

面では寮務委員会が受け持ち、留学生からの様々な相談に応じている。また、より身

近な学習・生活支援として、チューター(３・４年次の寮生活学生のクラスメート)を

一人ずつ配置し、学習・生活の両面で支援を実施しており、留学生からの評価は高い。

また、下記の行事に記載したように多彩な行事を設け、本校学生だけでなく、地元住

民や他高専の学生との交流を幅広く図っている。 

 

・ 本年度留学生関連行事 

 ４月 ３日  平成２５年度外国人留学生チューター委嘱式・オリエンテーション 

４月 ５日  平成２５年度入学外国人留学生鯖江市長表敬訪問 

 ４月１９日  平成２５年度入学外国人留学生越前市長表敬訪問 

 ６月１７日  入国管理行政・申請取次制度講習会（金沢大学） 

学科･学年 氏名 区分 留学期間 国籍 

機械工学科 ５年 
ｻﾞｲﾅﾙ ﾌｨﾙﾀﾞｳｽ（ザイナル） マレーシア政府 

派遣留学生 

H23.4～ 

26.3 
マレーシア 

ZAINAL FIRDAUS B ZAINAL `AMINI 

物質工学科 ５年 
ｽｷﾞﾙ ﾀﾞﾝｻﾞﾝﾜｰﾝｼﾞﾙ（ダンザン） 

国費留学生 
H23.4～ 

26.3 
モンゴル 

SUGIR DANZANVAANJIL 

機械工学科 ４年 
ﾉﾙｱﾏﾙﾙ ﾋﾞﾝ ﾉﾙﾗﾌﾏﾝ （アマルル） マレーシア政府 

派遣留学生 

H24.4～ 

27.3 
マレーシア 

NOR AMARUL BIN NOR RAHMAN 

環境都市工学科４年 
ナムサライ ドゥグルスレン（ドゥグル） 

国費留学生 
H24.4～ 

27.3 
モンゴル 

ZAINAL FIRDAUS B ZAINAL `AMINI 

機械工学科 ３年 

ﾉﾓﾊﾏﾄﾞ ｱｲｻﾞｯﾄ ｼｬﾌｨｯｸ ﾋﾞﾝ ｽﾃﾞｨﾝ （シャフィック） マレーシア政府 

派遣留学生 

H25.4～ 

28.3 
マレーシア 

MOHD AIZAT SHAFIQ BIN SUDIN 

物質工学科 ３年 
リズキ ダルマワン（キダル） 

国費留学生 
H25.4～ 

28.3 
インドネシア 

RIZKI DARMAWAN 
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７月 ９日  平成２５年度第１回外国人留学生委員会 

 ７月１８日  福井県留学生交流推進協議会第１回運営委員会（福井大学） 

９月 28･29日  北陸地区高専外国人留学生交流会（福井高専担当） 

１１月２１日  福井県留学生交流推進協議会定例総会・第２回運営委員会（福井大学） 

１２月１１日  平成２５年度外国人留学生との懇談会 

１月２５日  平成２５年度外国人留学生スケート体験研修会（ニューサンピア敦賀） 

 １月３１日  平成２６年度入学予定国費留学生（ｽｯｸﾁｬﾙｰﾝ ｸﾞﾘｯﾀｳｨｯﾄ (オパル））と

の面会（東京日本語教育センター） 

 ３月中旬日  平成２５年度卒業留学生鯖江・越前市長表敬訪問国際交流関係 

ここ数年の本科留学生の進路については下記に示すとおりであるが、その全てが大

学進学であり、本校への留学として十分な成果を残すことができている。 

   また、専攻科修了留学生（私費）は学位を取得し、就職活動継続後、内定を得た。 

・ 留学生進路一覧 

平成２１年度から平成２５年度卒業生(１５名) 

秋田大学、福井大学（４）、筑波大学、長岡技術科学大学（２）、静岡大学、 

豊橋技術科学大学（２）、東京工業大学、神戸大学、電気通信大学、信州大学 

   平成２４年度修了生(１名) 

    就職（株式会社リアルテック） 

 

２．点検・評価 

上記のような支援体制を実施し、また進路についても納得できる結果を残している

ことから、達成度評価はＡと判断する。 

 

３．改善課題・方策 

   留学生は、現在日本国費とマレーシア政府派遣の２つを受け入れているが、今後、

私費での留学が増えてくると予想され、その対応を鋭意検討していきたい。 
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○ 施設整備関係 

 

１．現状 

高専機構の第１期及び第２期中期計画における「教育環境の整備・活用」の指針で

ある「産業構造の変化や技術の進展に対応できる実験・実習や教育用の設備の更新、

実習工場などの施設の改修をはじめ、耐震性の確保、校内の環境保全、ユニバーサル

デザインの導入、寄宿舎の整備、環境に配慮した施設の整備など安全で快適な教育環

境の充実を計画的に推進することとし、特に、施設の耐震化率の向上に積極的に取り

組む。」に基づいて、本校では平成２０年度には本館と機械工学科棟を、平成２１年度

には電気電子工学科棟、物質工学科棟及び管理棟の改修を実施した。昭和４５年度に

竣工した土木工学科棟(現在の環境都市工学科棟)についても、ユニバーサルデザイン

を採用して狭隘化解消、共有スペースの確保と耐震を目的とした改修を平成２４年度

に実施し、同年度末に竣工した(図１)。 

本年度は、平成２４年度国立大学法人等施設整備実施予定事業(大臣官房文教施設企

画部計画課 平成２５年１月１５日付、平成２４年度補正予算)に、本校の５か年(平

成２５～３０年)整備計画に基づいて要求していた図書館(渡り廊下を含む)と地域連

携テクノセンター(２階建て部分)の改修が盛り込まれ、８月から改修工事に着手し、

年度末に竣工予定である。改修後の地域連携テクノセンターの屋上には、太陽光パネ

ルを設置し、自然再生エネルギーに関する教育研究を推進するとともに、本年度末に

は、ものづくり教育の充実を図るために同センターの３階建ての１階の一部を改修す

る予定である。さらに、耐震補強の観点からIS値(=0.51)が低い総合情報処理センター

への渡り廊下の改修も行っており、これについても本年度末に竣工予定である。また、

昭和４２年度に竣工した機械実習工場の床面もひび割れや段差の発生等の老朽化が進

んでおり、同施設の安全対策、機能強化と環境整備の一環として床改修を夏季休業期

間中に実施した(図２)。さらに、夏季休業期間を利用して、バリアフリー化工事年次

計画に基づき、機械工学科棟１階各実験室前の廊下の一部にスロープを新設した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 改修後の環境都市工学科棟内      図２ 改修後の機械実習工場床面 

    (コモンスペース) 



78 

この他、本校の高度化に対応可能な中・長期施設整備計画(キャンパスマスタープラ

ン)を作成するための専門部会を発足させ、今後の教育研究環境の活性化と充実・向上

を図るために施設整備の観点からの素案の作成を行うこととした。 

   また現在は、国立高専機構の平成２６年度営繕事業に係る施設整備方針に基づき、

電子情報工学科棟の空調設備の改修と、第二体育館の改修を要求している。さらに、

平成２７年度概算要求事業として、教育の高度化と地域貢献活動の拡充を図るために、

地域連携テクノセンター(３階建て)と、給水・排水管の老朽化対策として基幹環境整

備、の２事業を要求することを予定している。 

 

２．点検・評価 

   「１.現状」に記したとおり、本年度も老朽化・狭隘化解消・耐震や教育の高度化対

応等を目的にした改修及び、バリアフリー化等の工事が年間を通して実施した。これ

らの改修に当っては、関係学科等の協力を得ながら、授業や研究等に極力支障を及ぼ

さないように、特に振動・騒音を伴う工事についてはその実施時期に留意して行い、

おおむね予定通りに実施された。 

以上のことを鑑み、総合的な達成度評価はＡと判断する。 

 

３．改善課題・方策 

   平成２０年度から本年度にかけて本館、管理棟や機械工学科棟をはじめとする本校

の主要な建物の狭隘化解消や耐震等を目的とする改修が行われてきたが、一般教育棟

や体育館においても老朽化が著しい。さらに、少子化が進む中で入学生の質を維持す

る上でも志願者確保が重要であり、このためには学寮の増築を含めた拡充が求められ

る。一方では、グローバル人材育成の観点から教育の高度化も求められており、これ

らに立脚した施設整備における将来構想、すなわちキャンパスマスタープランを早期

に作成し、教育研究環境の充実を図りたい。 
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○ 管理運営関係 

 

１．現状 

（１）学校運営に関する組織 

学校運営に関する組織は、学則、内部組織規則及び事務組織規則において定めて

おり、運営連絡会、学校運営会議、教員会議及び各種委員会がある。管理運営に関

する重要事項については、学校運営会議で審議されるが、その決定方針等について、

教員会議や各種委員会等へ反映すべく、校内意見の調整を行い、校長が効率的に意

思決定を行えるよう運営されている。 

運営連絡会は、校長、副校長、校長補佐、事務部長及び課長を構成員とし、学校

運営会議に諮る事項及び管理運営の重要事項について機動的な協議をする場として

いる。 

学校運営会議は、校長が議長を務め、副校長（３主事及び企画室長）、校長補佐（専

攻科長）、各学科長・教室主任及び事務部長で構成されている。 

教員会議は、校長及び専任の教員で構成されているため、関係者の意見を十分く

み取り、各事項についての効率的な意思決定とその周知徹底が図られ、効果的な運

営ができる態勢となっている。これらの会議は原則として毎月定例的に開催してい

る。また、各種委員会等については、各委員会規則に基づき、専門的分野での見知

から効果的な運営が図られている。さらに、教員は各学科及び一般科目教室に所属

し、それぞれの校務を「校務分掌表」のとおり行っている。 

事務組織は、事務部長の下に、総務課及び学生課の２課を配置し、各所掌業務を

行う体制となっている。また、部課長、課長補佐、係長、技術長、技術班長で構成

する事務連絡会を月１回開催し、管理運営事項の連絡調整と意思疎通を効率的に行

える態勢となっている。さらに、各委員会規則には担当課を明記するとともに、事

務職員も委員として参画する等、必要に応じて直接校務を分担し、機能的に活動し

ている。 

（２）中期計画・年度計画並びに自己点検・評価 

本校では、国立高等専門学校機構本部が作成した中期計画及び年度計画に対応し

た、本校独自の中期計画・年度計画を立案し目標を定め、その目標の下、健全な学

校運営が図られている。本校で定めた中期計画・年度計画は、教育、研究、社会と

の連携・国際交流、管理運営等の区分により、具体的な目標を定め、この目標に対

する達成状況を把握することで学校全体の総合的な自己点検・評価を行っている。

自己点検・評価にあたっては、中期計画・年度計画を踏まえ、学校の活動の総合的

な状況に対して行われている。その結果は、「自己点検・評価報告書」に取りまとめ、

本校ホームページで公表している。 
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（３）外部評価の受審 

平成１６年度に本校本科４、５年と専攻科の教育プログラム（環境生産システム

工学）が日本技術者教育認定機構（ＪＡＢＥＥ）により認定された。認定の有効期

間が原則６年であることから、平成２１年度に継続審査を受審し、平成２４年度に

その結果を踏まえた中間審査を受審した。中間審査の結果は、平成２４年４月１日

から３年間の認定が可となっている。また、大学評価・学位授与機構による高等専

門学校機関別認証評価は、７年以内ごとに受審することが義務づけられており、平

成２４年度に機関別認証評価を受審した。評価結果は、高等専門学校評価基準を満

たしているとの評価を受けているが、主な改善を要する点として、産業廃棄物等の

安全管理に関し、安全管理体制及び安全管理の具体的な実施に不十分な点があるこ

とがあげられた。このことを受けて、平成２５年３月に教職員を対象にした特別管

理産業廃棄物管理等講習会を開催し、さらに、平成２５年８月にＰＣＢ含有の可能

性のある廃電気機器の紛失事案を受けての再発防止策を策定し、安全管理体制を構

築した。 

また、本校では、外部有識者による「外部有識者会議」を開催し、毎年、外部評

価を行っており、本校の教育研究目標・計画、自己評価、その他本校の運営に関す

る重要事項について、審議・評価を行っている。具体的には、福井県内、技術科学

大学の大学関係者、地元の中学校関係者、福井県、地元の産業界、報道関係、商工

会議所関係者に委員を委嘱し、事前に配付した自己点検・評価報告書を基に外部有

識者会議で検証が行われ、自己評価を含む学校運営に関する重要事項についての提

言・助言を受けている。この内容については、「外部有識者会議報告書」に掲載し、

本校ホームページで公表している。提言・助言については、事項ごとに担当する委

員会等へ提起し、具体的な改善方策等の検討からその実施と学校運営会議への報告

まで一貫した教育改善システム（PDCA サイクル）が構築され、有効に運用されてい

る。 

（４）危機管理 

   危機管理体制については、危機管理を総合的かつ計画的に推進するためのリスク

管理室の設置を危機管理規則で明確に定め、危機管理に係る事態に組織的に迅速か

つ的確に対応をするための体制整備を図っている。  

リスク管理室では、台風等の自然災害やインフルエンザ等各種感染症の対応、Ｐ

ＣＢ含有の可能性のある廃電気機器の紛失事案を受けての再発防止計画の策定及び

教職員のコンプライアンスに関するセルフチェックを実施した。その他の取組とし

ては、非常災害に対応するための備蓄品の充実を図っており、高専機構から配付さ

れた非常用毛布及び簡易トイレとともに寮生の３日分に相当する非常食、飲料水を

常備するように努めている。この非常食は、学寮の防災訓練における非常食の試食

にも提供した。 



81 

    緊急連絡体制は、学生・教職員への緊急メールの一斉配信システムを平成２４年

度から運用している。また、高専機構本部から配付された緊急連絡用ＰＨＳ電話機

の携帯式をリスク管理室長及び総務課長が所持し、固定式は総務課長及び学生課長

の席に設置することで緊急時に備えるようにしている。 

（５）広報活動 

一般社会人や中学生保護者などに本校の現状を紹介するために、広報委員会を設

置し、さまざまな広報活動を行っている。その広報活動の一環として、平成１９年

度より本校の紹介を地元コミュニティＦＭ放送である「たんなん夢レディオ」、平成

２２年度からは地元コミュニティ誌である季刊誌「夢レディオ編集室」で開始した。

さらに、今年度は、ＪＲ福井駅コンコースの公告スペースを使用した学生募集案内

の掲示も行った。 

また、本校の教育研究活動等の状況は、本校ホームページへ掲載することにより

公表しており、分かりやすく公表するという観点から、本校ホームページのトップ

ページの「学校案内」に「教育情報公開」を設定し、教育研究上の目的、教育研究

上の基本組織等の基本事項及び教育組織、教員集、各教員の有する学位・業績、入

学者受入方針、授業科目、授業方法・内容、年間授業計画並びに施設等の情報を掲

載し、広く一般社会に発信している。 

（６）男女共同参画推進 

平成２３年度に国立高専機構において「男女共同参画行動計画」が策定されたこ

とを受けて、その取組を推進するための組織として平成２５年４月に企画室の下に

男女共同参画推進専門部会を設置した。今年度の主な取組は次のとおりである。 

・ 平成２５年９月に高専機構本部男女共同参画推進室長を講師に迎え、男女共

同参画講演会を開催し、教職員への意識啓発を図った。 

・ 教員公募では、高専機構が制定した女性教員比率向上のためのポジティブ・

アクションに則り、平成２５年度は次年度採用予定者の女性限定公募（１件）

を実施した。女性限定公募を行わない場合にあっても女性教員の積極的な採用

に向けて「本公募では、教育・研究業績等の評価において同等と認められた場

合には、女性を積極的に採用します。」と公募案内に明記した。また、高専機構

からの案内を受けて、本校の教員を希望する女子学生を対象にしたインターン

シップの公募に参画した。 

    ・ 平成２５年８月に全国高専教育フォーラムにおいて開催された高専女性教員

のキャリア形成支援ワークショップに専門部会員を派遣し、他高専の男女共同

参画推進の現状や女性教員への研究支援等に関する情報を収集するとともに、

今後の本校としての活動の参考に資している。また、平成２５年１２月開催さ

れた国立高専機構主催「女性研究者研究交流会」に女性教員２名が参加し、女

性研究者の研究活動の活性化、多様なロールモデルの提示及び女性研究者のネ
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ットワーク化の促進を図った。 

    ・ 本校の女子力を広く社会に発信するために、広報誌「高専女子百科 Jr.」の作

成を企画し、発行した。また、高専機構において高専女子力ブランドの発信を

目指し、平成２６年８月に開催される「高専女子フォーラム in 東海北陸（代

表幹事校：富山高専）」にも幹事校として参画している。 

・ 校内施設・設備等の現状を把握するために女子更衣室等の巡視を行った。今

後、女性教職員からの意見・要望等を踏まえた女性視点の環境整備を具体化す

るように継続的な議論をしていくこととしている。 

（７）業務運営 

① 人事交流 

      今年度は、高専・両技科大間教員交流制度で明石高専へ教員１名を１年間派

遣した。なお、来年度は、同制度で富山高専及び石川高専へそれぞれ教員１名

を１年間派遣することが決定している。 

      また、国立高等専門学校機構在外研究員制度でドイツの大学へ教員１名を１

年間派遣した。 

事務職員については、近隣の大学と１２名の人事交流を行った。 

② 事務職員等の研修 

事務職員・技術職員の一層の能力向上を図るため、各種研修・講習会等に積

極的に参加させた。また、海外機関との交流促進、留学生の更なる受入れ等国

際化に対応するため、事務系職員の外国語能力の向上が必要であることから、

平成２４年度から本校独自の語学研修を企画し、今年度は１１名が受講した。 

   ③ 教職員表彰 

      職務に関して、高く評価できる教職員に対して毎年実施している校長表彰を

３月に実施する予定である。 

   ④ 教職員の業務負担軽減 

学寮業務を円滑に行うために本校教員ＯＢ１名を雇用し、休日業務に充てる

ことで教職員の業務負担軽減と学生支援の充実を図った。 

⑤ 再雇用教員の職務内容 

再雇用教員の職務内容等について遂行可能なものを整理し、本校における取

扱いを校長裁定により定め、平成２５年度から適用することとした。 

   ⑥ 職場環境等 

      毎月定期的に安全衛生委員会を開催し、教職員の安全衛生に関することを審

議するとともに、併せて実施する職場巡視点検で当該施設管理者に必要な指導

等を行っている。 

また、教職員及び学生がその能力を十分に発揮できるような就労環境及び修

学環境を維持するため並びに関係者の利益を保護するため、ハラスメント防止
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等に関する規則制定しており、今年度は管理職相当の教職員を対象としたハラ

スメント防止研修を開催した。さらに、国立高等専門学校機構一般事業主行動

計画（平成２４年４月１８日理事長通知）を受けて本校の行動計画を策定し、

ノー残業デーの設定や会議等の開催は原則として１７時以降に行わないなど次

世代育成支援への取組を行っている。 

   ⑦ 情報関係 

情報基盤である校内ＬＡＮシステム機器を前年度に導入し、平成２５年度当

初から運用を開始している。 

また、教職員の情報セキュリティに対する意識向上を目的とした情報セキュ

リティ教育講習会が総合情報処理センター主催で平成２５年１０月に開催され

ている。 

   ⑧ 監事監査 

      平成２５年１０月に高専機構による業務の適正かつ効率的な推進と業務運営

の改善に資することを目的とする監事監査及び内部監査並びに本校の情報セキ

ュリティ水準の向上と問題点の改善に資することを目的とする情報セキュリテ

ィ監査を受検した。 

（８）改善課題・方策への取組状況 

    平成２４年度自己点検・評価報告書で改善課題・方策としてあげた事項について

は、次のとおり対応している。 

① 議事録フォーマットの統一化 

大学評価・学位授与機構による機関別認証評価受審の際における「自己評価

書」の取りまとめ作業において、各種委員会の審議内容等のエビデンス収集に

労力を費やした経験から改善課題としていた議事録フォーマットの統一化を平

成２５年度当初から実施した。 

② 産業廃棄物等の安全管理の体制等の構築 

前記（３）及び（４）で記述したとおり講習会の開催及び再発防止策の策定

を行い、安全管理体制を構築した。 

③ 男女共同参画を推進する組織の設置 

    前記（６）で記述したとおり専門部会を平成２５年４月に設置した。 

 
２．点検・評価 

（１）学校運営組織は、適切に役割を分担し効果的に活動している。 

（２）中期計画及び年度計画の項目を踏まえて本校の総合的な状況に関して自己点検・評

価が行われており、その結果は自己点検・評価報告書を作成し、本校ホームページで

公表している。 

また、自己点検・評価の評価結果については、毎年、外部有識者会議において検証
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が行われ、その内容については、外部有識者会議報告書に掲載し、公表している。ま

た、改善を必要とする評価結果については、事項ごとに担当する委員会等へ提起し、

具体的な改善方策等の検討からその実施と学校運営会議への報告まで一貫した教育改

善システム（PDCAサイクル）が構築され、有効に運用されている。 

（３）外部評価については、ＪＡＢＥＥの中間審査及び大学評価・学位授与機構の機関別

認証評価の認定を受け、改善を要する点については対応している。また、毎年、外部

有識者会議を開催し、その提言・助言は、学校運営会議及び関係委員会等で対応を検

討し、年度計画等に取り入れるなど、外部の意見を反映させている。 

（４）危機管理体制については、迅速かつ的確に対応するために危機管理規則を定めると

ともに、リスク管理室を設置し、危機管理に係る事態に迅速な対応ができる体制を整

えている。 

（５）広報活動は、本校の教育研究活動の状況について本校ホームページに掲載し、広く

一般社会に情報発信している。また、積極的な情報発信手段として、イベントへの参

加や地元メディアを利用するなどホームページだけではなく、さまざまな手段を用い

て情報を広く分かりやすく社会に発信している。 

（６）男女共同参画推進は、今年度から専門部会を設置し、教職員への情報提供や高専機

構の男女共同参画行動計画及び女性教員比率向上のためのポジティブ・アクション等

を踏まえた取組を行っている。また、高専女子ブランドを広く社会へ発信する取組も

行っている。 

（７）業務運営では、教職員の資質向上のための人事交流・研修と業務に不可欠な情報イ

ンフラの整備を計画的に行っている。また、教職員の業務負担軽減に繋がる取組を検

討・実施するなど働きやすい職場環境の整備に努めている。 

（８）前年度からの改善課題・方策にあげた事項については、計画的に対応している。 

  

以上のことから、管理運営関係は、全般的に組織は効果的な活動を行っており、当初

の計画以上に優れた取り組みが行われたと判断するが、一方で会計経理及び物品管理の

業務体制並びにコンプライアンスの徹底に不十分な点があった。 

よって、達成度評価はＢと判断する。 

  

３．改善課題・方策 

平成２４年２月に受検した会計検査院実地検査の結果、不適正な会計処理及び不適

切な物品管理との指摘を受けた。これらの改善策として再発防止に向けた業務体制の

整備及びコンプライアンスの徹底に取り組んでいかなければならない。 
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○ 財務関係 

 

１．現状 

（１）資産及び債務 

本校の資産は、平成16年度の法人化に伴い、国から土地及び建物・立木竹、 工

作物の資産を継承し、教育活動等を将来にわたって適切かつ安定して遂行するた

め高等専門学校設置基準に基づいた必要な資産を有している。 

（２）経常収入 

    経常的収入源である運営費交付金は、効率化係数の運用等により引き続き減では

あるが、今後も継続的に交付されるため、安定的に確保されている。また、その他

の経常的収入源として授業料・入学料及び検定料の他、その他の自己収入として

財産貸付料等が継続的に確保されている。 

さらに、これらに加え産学連携等研究収入（共同研究・受託研究）、寄付金収

入、科学研究費等補助金などの外部資金獲得に向け積極的に取り組み、経常的

収入として継続的に確保されている。 

（３）外部資金 

科研費は、採択件数が低落傾向にあったが、講演会開催や外部資金申請者に校長

裁量経費への申請資格を与えるインセンティブを設けるなどの取組により平成２４

年度から増加に転じている。平成２５年度は外部講師による講演会を開催した。受

託研究は平成２３年度から受入がなく、受託試験の受入も減少しているが、一方で

共同研究及び寄附金の受入は前年度と比較して増加している。外部資金獲得の申請

意欲向上のための取組として、外部資金の公募情報一覧をグループウェアラクーダ

ＳＴに掲載している。その他、企業からの受託研究、共同研究、寄附金等の受け入

れにも努力しており、平成２３年度から福井高専地域連携アカデミアが技術マッチ

ングコーディネータとして委嘱した福井県発明協会の知財専門家を活用し、会員企

業と本校との技術マッチングを推進している。同知財専門家を技術マッチングコー

ディネータとして委嘱したことは、全ての教員に周知されている。 

（４）収支計画及び状況 

本校の目的を達成するための活動の財務上の基礎として予算配分計画を策定し、

学校運営会議において審議を行い、予算配分方針に基づき教育研究及び管理運営に

必要な経費を配分している。その審議内容、決定事項については、教員会議、事務

連絡会議を通じ、教職員に明示され周知するととともに、財務に関しては、収支予

算決算額を学校要覧に掲載している。 

支出については、財務会計システムで一元管理しており、過大な支出超過はない。 

（５）予算配分等 

教育研究活動に必要な予算については、予算配分方針に基づき、予算配分案を
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策定し、学校運営会議で審議の上、決定している。 

また、校長のリーダーシップの下、教育研究活動の活性化を図るため、校長

裁量経費として留保し、プロジェクト等の募集を行い、申請されたすべての事

業について校長ヒアリングを実施し、必要性、有効性、継続性を審査し採否を

決定し重点配分を行っている。さらに、今年度から学生のものづくりの意欲を

引き出し、新しいものづくりに挑戦する機会をもってもらうため「福井高専キ

ャンパスプロジェクト」を新たに創設した。これは、学生が自らつくり、自ら

それを利用するということで、生活しやすい福井高専キャンパスにしていくこ

とを目的にするもので、公募及び審査のうえプロジェクトを選定している。 

施設・設備については、長期的視野に立った計画的な予算配分を行うため、

設備整備マスタープランを更新するための希望調査を校内で行うとともに、大

型の施設・整備については、高専機構本部に設備マスタープランで予算要求を

行っている。 

（６）会計監査等 

本校の会計監査等については、独立行政法人国立高等専門学校機構会計規則第４

５条の規定及び福井工業高等専門学校会計内部監査要項に基づき、高専相互会計内

部監査、会計内部監査、科学研究費補助金に係る通常監査、定時物品検査を実施し、

会計経理についてその事態を把握し、これが常に適正かつ効率的に執行されるよう

指導、監督並びに改善を図ってきた。しかし、平成２５年２月に受検した会計検査

院実地検査（検査対象期間：平成１９年度～平成２３年度）の結果、平成２４年度

会計検査院決算検査報告において、物品購入契約の不適正な会計経理が不当事項、

また、不適切な物品管理が是正改善の処置を求める事項となる指摘があった。これ

を受けて、本校に設置した調査委員会で発生原因の調査及び分析・検証を行い、今

後の改善策を策定し、再発防止に取り組んでいる。 

なお、平成２５年度は、１０月に高専機構本部による監事監査及び内部監査並び

に情報セキュリティ監査、１２月に学内監査及び高専相互会計内部監査を受検し、

業務の適正かつ効率的な推進と業務運営の改善の指導を受けている。 

（７）業務の効率化 

    国立高等専門学校機構の第２期中期計画における業務運営の効率化に関する目標

を達成するべき措置を受けて、本校の年度計画では経費の削減、契約方式の見直し

等の目標を設定している。平成２５年度の計画は次のとおりである。 

・ 契約にあたっては、原則、仕様策定による一般競争契約とし、競争性や透

明性を高める。 

     ・ 複数年契約を実施し業務の効率化を図る。 

    ・ 給与支給明細書のＷＥＢ配信の承諾率を高める。 
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２．点検・評価 

（１）資産及び債務 

教育活動等を将来にわたって適切かつ安定して遂行するために必要な資産を有し

ている。また、高専機構本部からの運営費交付金等の範囲内で運営しており、実質

的に未払いとなっている債務もなく、健全な運営を行っている。 

以上のことから、本校の目的に沿った教育活動等を、将来にわたって適切かつ安

定して遂行するために必要な資産を有するとともに、債務においても適正である。 

（２）経常収入 

    本校の主な経常的収入源である運営費交付金等については高専機構から継続的に

交付されており、安定的に確保されている。さらに、文部科学省、高専機構等が公

募する各種競争的資金及び寄付金等の外部資金獲得にも積極的に取り組み、安定し

た教育研究活動等が展開できるような体制を整備している。 

以上のことから、学校の目的に沿った教育研究活動を安定して遂行するための、

経常的収入が継続的に確保されている。 

（３）外部資金 

    科研費について、申請件数の拡大及び採択率の向上を目指した講演会開催等の取

組の結果、平成２５年度の採択件数は前年度と比較して増加した。その他外部資金

についても公募情報の提供を行い、申請意欲の向上を図っている。また、福井高専

地域連携アカデミアが委嘱している技術マッチングコーディネータを活用すること

で、共同研究、受託研究の新規開拓について学校全体で推進している。 

以上のことから、学校の目的を達成するために、外部資金獲得の方策を策定し、

実行しているが一層の取組が必要である。 

（４）収支計画及び状況 

     財務に係る計画等については、本校の目的を達成するため、独立行政法人国立高

等専門学校機構が掲げている中期目標、中期計画及び本校の予算配分方針に基づき、

教育研究及び管理運営に必要な経費を学校運営会議において審議し策定している。 

また、学科（教室）等配分額表においても学校運営会議で審議されたものを教員

会議において教職員に明示し周知されるとともに、その具体的施策についても学校

運営会議及び教員会議で周知を図り実施されている。 

収支決算については、財務会計システムで一元管理されており毎月締め作業を行

い確認しているため過大な支出超過になっていない。 

以上のことから、収支は適正に管理されており、過大な支出超過はない。 

（５）予算配分等 

学内の予算配分では、事業の継続性及び円滑な実施に配慮した予算配分とな

っており、その内容は学校運営会議で審議し、その結果を教員会議で明示して

いる。 
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また、校長のリーダーシップの下、教育研究活動の活性化を図るために校長

裁量経費を留保し、申請されたすべての事業について校長ヒアリングを実施し、

必要性、有効性、継続性を審査し採否を決定し重点配分を行っている。 

さらに、施設５か年計画及び設備整備マスタープランを更新し、長期的な視

野に立って計画的な施設・設備整備を実施するための予算配分を行っている。

なお、平成２４年度補正予算において、国立高等専門学校の教育研究基盤強化

経費が措置されたことに伴い、本校の高度化に必要な教育研究設備等が整備さ

れた。上記のほか、今年度は、図書館及び地域連携テクノセンター改修に伴う

移転費及び建物新営設備費に要する予算を確保のうえ配分した。 

以上のことから、適切な予算配分等がなされている。 

（６）会計監査等 

本校の内部監査は、会計処理に熟知した事務職員により監査を実施している。 

また、監事監査等及び高専相互会計内部監査によりが本校教職員以外の者による

監査が実施されている。 

ただし、会計検査院の指摘を受けて、平成24年３月の高専機構理事長通知「公的

研究費等に関する不正使用に関する再発防止策の徹底について」の実施状況の確認

や物品検査等の実施方法に改善を要する点がある。 

（７）業務の効率化 

    経費の削減につながる主な取組としては、電力需給の逼迫に伴う対策として、夏

季及び冬季に教職員による節電パトロールを実施し、空調機器の管理を徹底し、省

エネに努めた。 

    契約にあたっては、会計規則に定める一般競争契約適用基準額を超える案件は、

原則、一般競争契約の実施を徹底し、基準額に満たない一定額以上の案件にあって

は複数者による見積合せを実施し、競争性・透明性を図っている。また、複数年契

約の導入は実施可能なものから実施することとし、外部接続回線サービス契約で適

用した。 

    常勤教職員の給与支給明細書のＷＥＢ配信の承諾率は、新任教職員オリエンテー

ション等での周知や個別説明の実施により平成２４年度末で８３％であったが平成

２５年１月現在で約８８％となっており、約５ポイント向上している。 

以上のことから、業務の効率化については前向きに進められている。 

（８）改善課題・方策の取組状況 

① 平成２５年度は、平成２４年度補正予算による大型設備整備に伴う機械実習工

場の整備並びに図書館及び地域連携テクノセンター改修に伴うに新営設備の整備

など校長のリーダーシップの下、効果的な執行に配慮した予算配分を行っている。 

② 科学研究費補助金の申請・採択の向上のための教職員への啓発活動として科研

費講習会の開催や新任教員を科研費説明会に参加させるなど外部資金獲得に向け
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た取組を継続的に実施している。 

③ 業務の効率化の推進においては、引き続き、経費削減につながる取組として環

境・省エネの観点から光熱水量の削減を実施している。契約業務では複数年契約

を導入できる契約事案から実施している。また、給与支給明細書のＷＥＢ配信の

承諾率を高める取組にあっては、新任教職員オリエンテーション等での周知や個

別説明の実施など推進が必要である。 

 

財務関係は、全般的に適正な業務が行われている。平成２４年度補正予算が措置さ

れたことに伴い教育研究の基盤となる施設・設備等の充実が図られ、計画どおりの

成果を上げている。外部資金獲得や業務の効率化にあっては一層の取組・推進が必要

な点がある。また、会計検査院実地検査の結果、会計監査の体制に不十分な点がある。

よって、達成度評価はＣと判断する。 

 

３．改善課題・方策 

① 科学研究費補助金の申請・採択の向上のための教職員への啓発活動や受託研

究・共同研究等の実施に必要な施設・設備の充実を図るなど、引き続き外部資金

獲得に向けた取組が必要である。 

② 平成２４年度会計検査院決算検査報告での指摘を受けて、会計経理の監査体制

の見直しを図るとともに、引き続き「公的研究費等に関する不正使用に関する再

発防止策の徹底について（平成24年３月高専機構理事長通知）」の実施を徹底し、

再発防止に取り組まなければならない。 
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